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隋
唐
洛
陽
城
の
西
苑
の
役
割
と
水
利

宇　
都　
宮　
　

美　
生

　
　
　
　
　

は　

じ　

め　

に

　

前
近
代
中
国
の
都
城
に
は
宮
殿
区
と
住
民
の
居
住
区
以
外
に
為
政
者
の
私
的
な
庭
園
（
以
下
「
皇
室
庭
園
」
と
す
る
）
が
あ
り
、
城
内

は
比
較
的
小
規
模
だ
が
城
外
に
は
広
い
空
間
が
広
が
る
。
漢
代
の
皇
室
庭
園
は
大
規
模
で
生
産
目
的
が
あ
り
、
そ
の
後
六
朝
時
代
に
な

る
と
観
賞
用
の
貴
族
的
な
小
規
模
庭
園
が
出
現
し
、
隋
唐
で
両
者
の
性
格
が
統
合
し
て
調
和
し
た
と
さ
れ
る
）
1
（

。
隋
唐
の
皇
室
庭
園
に
は

隋
文
帝
が
造
っ
た
長
安
の
大
興
苑
（
唐
代
の
禁
苑
）
と
唐
代
の
西
内
苑
・
東
内
苑
お
よ
び
煬
帝
が
造
っ
た
洛
陽
の
西
苑
が
あ
っ
た
。
隋
唐

期
の
皇
室
庭
園
は
東
ア
ジ
ア
の
各
都
城
に
影
響
を
与
え
、
各
地
の
庭
園
文
化
の
源
流
と
な
っ
た
空
間
的
影
響
力
と
、
宋
代
以
降
の
皇
室

庭
園
の
発
展
と
展
開
に
与
え
た
時
間
的
影
響
力
が
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
る
）
2
（

。
皇
室
庭
園
の
役
割
は
都
城
の
性
格
と
運
営
に
大
き
く
か

か
わ
る
こ
と
か
ら
も
、
庭
園
史
の
み
な
ら
ず
都
城
史
研
究
に
お
い
て
も
不
可
欠
な
研
究
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

隋
唐
期
の
皇
室
庭
園
に
関
す
る
研
究
に
は
妹
尾
達
彦
氏
の
総
合
的
な
分
析
が
あ
る
）
3
（

。
宮
殿
・
儀
礼
建
築
・
禁
苑
の
位
置
関
係
に
つ
い

て
、
隋
長
安
城
で
は
魏
洛
陽
以
来
の
「
北
郊
（
方
丘
）
―
後
苑
（
華
林
園
）
―
主
宮
殿
（
太
極
殿
）
―
南
郊
（
円
丘
）」
の
南
北
軸
が
整
備

さ
れ
た
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
洛
陽
の
西
苑
を
江
南
風
の
庭
園
文
化
が
華
北
に
移
植
さ
れ
た
最
初
の
事
例
と
み
な
し
、
宮
城
の
西
側
に
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位
置
す
る
た
め
南
北
軸
の
構
造
に
当
て
は
ま
ら
な
い
と
考
え
る
。
一
方
、
北
田
裕
行
氏
は
北
斉
鄴
の
宮
城
と
仙
都
苑
の
位
置
関
係
に
東

西
軸
を
見
出
し
、
煬
帝
の
西
苑
も
こ
の
系
統
で
あ
る
と
し
た
）
4
（

。
李
久
昌
氏
も
東
西
軸
を
「
宮
東
苑
西
」
構
造
と
称
し
、
西
苑
は
古
代
の

伝
統
的
な
空
間
形
式
を
有
す
る
と
提
唱
し
た
）
5
（

。
こ
の
よ
う
に
、
都
城
プ
ラ
ン
上
の
西
苑
と
宮
城
の
位
置
関
係
に
非
南
北
軸
説
と
東
西
軸

説
の
二
見
解
が
出
て
い
る
。

　

西
苑
の
範
囲
は
か
つ
て
李
健
超
・
方
孝
廉
両
氏
に
よ
り
推
定
さ
れ
た
が
、
西
苑
内
で
宮
殿
遺
跡
が
見
つ
か
る
と
、
厳
輝
氏
ら
に
よ
り

範
囲
や
内
部
構
造
が
再
確
認
さ
れ
た
）
6
（

。
さ
ら
に
、
西
苑
の
構
造
の
特
徴
も
他
の
皇
室
庭
園
と
の
比
較
に
よ
り
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
外
村
中
氏
は
、
島
（
三
神
山
）・
築
山
（
景
陽
山
）
と
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
園
林
の
変
遷
を
論
じ
、
池
を
園
林
の
中
心
的
存
在
と
み
な

し
て
、
そ
こ
に
煬
帝
の
秦
始
皇
帝
や
漢
武
帝
へ
の
憧
れ
と
道
教
へ
の
関
心
が
あ
っ
た
と
し
た
）
7
（

。
北
田
氏
も
、
北
朝
で
は
台
（
台
榭
）
が
、

南
朝
で
は
築
山
が
造
ら
れ
、
神
仙
思
想
が
北
斉
の
四
海
・
洲
・
土
台
・
水
殿
・
か
ら
く
り
建
築
（
機
械
仕
掛
け
）
と
と
も
に
隋
に
継
承
さ

れ
た
こ
と
を
導
き
出
し
た
）
8
（

。
同
氏
は
、
北
斉
鄴
の
仙
都
苑
と
隋
長
安
・
洛
陽
の
皇
室
庭
園
と
の
共
通
点
か
ら
、
隋
の
苑
池
は
北
朝
系
に

属
す
る
と
分
析
す
る
）
9
（

。
筆
者
は
先
に
西
苑
の
具
体
的
な
構
造
に
つ
い
て
初
歩
的
な
考
察
を
行
い
、
隋
唐
両
代
の
池
と
宮
殿
の
配
置
を
明

ら
か
に
し
て
、
洛
陽
城
内
の
水
利
系
統
に
お
け
る
西
苑
の
重
要
性
を
提
起
し
た
）
10
（

。
一
方
、
妹
尾
氏
は
、
筆
者
の
初
歩
的
な
研
究
を
受
け

て
、
西
苑
は
長
安
の
大
興
苑
や
北
斉
鄴
の
庭
園
の
影
響
も
あ
る
が
、
南
朝
陳
の
建
康
城
の
宮
苑
に
酷
似
し
て
い
る
と
し
て
、
煬
帝
の
南

朝
に
対
す
る
憧
憬
の
表
れ
で
あ
り
、
江
南
風
の
庭
園
で
あ
っ
た
と
す
る
）
11
（

。
西
苑
が
北
朝
庭
園
の
系
統
を
汲
む
の
か
、
南
朝
庭
園
の
模
倣

な
の
か
、
見
解
が
分
か
れ
る
が
、
水
は
西
苑
の
特
徴
を
把
握
す
る
上
で
重
要
な
鍵
と
な
っ
て
い
る
。

　

皇
室
庭
園
の
機
能
や
役
割
に
つ
い
て
は
、
妹
尾
氏
が
隋
唐
長
安
の
禁
苑
を
中
心
に
考
察
し
、
①
軍
事
攻
防
の
拠
点
、
②
王
権
儀
礼
の

六
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舞
台
、
③
狩
猟
・
娯
楽
の
場
、
④
宴
会
の
場
、
⑤
音
楽
・
文
学
（
文
芸
）
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
）
12
（

。
李
久
昌
氏
は
、
宮

殿
に
隣
接
す
る
皇
室
庭
園
は
防
衛
だ
け
で
な
く
宮
城
の
政
治
的
空
間
の
拡
大
で
あ
る
と
と
ら
え
、
苑
林
と
宮
殿
の
二
重
性
質
を
指
摘
す

る
）
13
（

。
苑
内
の
環
境
に
つ
い
て
は
、
王
建
国
氏
が
環
境
保
全
・
水
運
の
機
能
を
）
14
（

、
黄
学
超
氏
が
漢
上
林
苑
の
昆
明
池
か
ら
下
流
の
長
安
城

へ
の
供
水
シ
ス
テ
ム
を
論
じ
た
）
15
（

。
動
植
物
に
つ
い
て
は
、
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
氏
が
王
朝
の
外
交
範
囲
に
お
け
る
領
域
の
写
し
で
あ
る
こ
と

を
唱
え
）
16
（

、
大
室
幹
雄
氏
は
前
漢
武
帝
の
軍
事
的
拡
大
に
よ
る
上
林
苑
の
帝
国
＝
世
界
を
具
象
化
す
る
象
徴
的
な
空
間
を
実
現
し
た
と
す

る
）
17
（

。
さ
ら
に
、
加
藤
繁
氏
が
前
漢
上
林
苑
で
の
生
産
活
動
を
帝
室
財
政
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
）
18
（

、
黎
虎
氏
や
佐
川
英
治
氏
が
狩
猟
・
軍

事
以
外
に
皇
室
へ
の
献
上
・
家
臣
へ
の
下
賜
・
観
賞
を
含
め
た
国
家
経
済
を
担
う
北
魏
鹿
苑
の
役
割
を
論
証
し
て
お
り
）
19
（

、
動
植
物
に
か

か
わ
る
経
済
的
要
素
も
見
出
さ
れ
た
。
狩
猟
に
着
目
し
た
北
田
氏
は
、
西
苑
を
設
置
し
た
煬
帝
と
唐
長
安
の
禁
苑
を
設
置
し
た
高
祖
の

狩
猟
場
所
が
す
べ
て
苑
外
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
皇
室
庭
園
の
設
置
目
的
は
狩
猟
で
は
な
く
、
む
し
ろ
宮
城
の
防
衛
で
あ
っ
た
と

指
摘
し
た
）
20
（

。
皇
室
庭
園
内
の
離
宮
の
考
察
は
大
室
氏
の
研
究
に
詳
し
く
）
21
（

、
馬
彪
氏
は
宮
殿
（
離
宮
）
を
中
心
と
し
た
秦
始
皇
帝
の
禁
苑

に
お
け
る
祭
祀
・
狩
猟
（
含
軍
事
）・
財
政
の
三
大
機
能
を
明
ら
か
に
し
）
22
（

、
厳
輝
氏
は
離
宮
を
隋
唐
西
苑
の
主
た
る
活
動
と
し
て
と
ら
え

た
）
23
（

。
渡
辺
信
一
郎
氏
や
辻
正
博
氏
は
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
訴
訟
や
裁
判
の
事
例
を
挙
げ
た
）
24
（

。
王
権
儀
礼
に
つ
い
て
は
金
子
修
一
氏
の
詳

細
な
研
究
が
出
て
い
る
が
）
25
（

、
洛
陽
を
都
と
し
た
隋
煬
帝
と
周
武
則
天
（
唐
の
則
天
武
后
）、
洛
陽
に
長
期
滞
在
し
て
執
務
を
行
っ
た
唐
高

宗
と
玄
宗
が
催
行
し
た
祭
祀
と
西
苑
と
の
関
係
は
未
だ
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
隋
唐
の
皇
室
庭
園
の
機
能
や
役
割
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
は
、
西
苑
に
特
化
す
る
北
田
氏
の
設
置
目
的
お
よ
び
厳
氏

の
離
宮
の
考
察
以
外
、
洛
陽
の
西
苑
の
専
論
と
し
て
考
察
さ
れ
た
も
の
は
な
く
、
皇
室
庭
園
は
全
体
的
に
長
安
の
禁
苑
を
中
心
に
論
じ

六
三
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ら
れ
て
い
る
。
隋
唐
の
皇
室
庭
園
と
都
城
な
い
し
国
家
体
制
と
の
か
か
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
も
う
一
つ
の
都
城
で
あ
っ

た
洛
陽
の
西
苑
に
つ
い
て
も
充
分
に
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
以
上
の
問
題
点
を
踏
ま
え
、
本
稿
は
、
隋
代
の
西
苑
の
設
置
理
由

と
隋
唐
間
の
西
苑
利
用
の
変
化
に
つ
い
て
水
利
を
中
心
と
し
て
考
察
し
、
隋
唐
洛
陽
の
西
苑
の
有
す
る
役
割
と
そ
の
意
義
と
を
導
き
出

す
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
。

　
　
　
　
　

一　

隋
煬
帝
の
西
苑

　

西
苑
は
隋
唐
洛
陽
城
の
西
側
の
丘
陵
地
帯
に
あ
る
。
隋
で
は
初
め
会
通
苑
と
し
て
置
か
れ
た
の
ち
上
林
苑
に
、
唐
で
は
芳
華
苑
・
神

都
苑
・
東
都
苑
に
改
称
さ
れ
て
い
る
が
、
隋
唐
両
代
を
通
じ
て
西
苑
と
通
称
さ
れ
た
（
以
下
「
西
苑
」
と
す
る
）
26
（

。
な
お
、
隋
唐
代
に
関
す
る

史
料
は
文
末
の
表
も
参
照
）。
隋
の
西
苑
は
新
安
・
飛
山
・
澠
池
に
至
る
周
回
数
百
里
の
広
域
を
範
囲
と
す
る
が
、
唐
代
に
な
る
と
周
回
一

二
六
里
の
土
地
に
縮
小
さ
れ
た
）
27
（

。
こ
れ
は
唐
代
に
土
地
を
住
民
に
下
賜
し
た
こ
と
に
因
り
）
28
（

、
縮
小
さ
れ
た
地
域
は
西
苑
の
西
部
で
あ
っ

た
）
29
（

。『
元
河
南
志
』
巻
四
・
唐
城
闕
古
蹟
・
東
都
苑
に
「
垣
高
一
丈
九
尺
」
と
あ
り
、
厳
輝
氏
は
、
文
献
史
料
に
「
營0

西
苑
」
で
は
な
く

「
築0

西
苑
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
隋
は
苑
城
を
設
置
し
た
と
解
し
た
（
傍
点
筆
者
）
30
（

）。
西
苑
を
高
い
塀
か
柵
で
囲
い
込
み
、
門
を
併
設
し
て

外
部
と
の
境
界
線
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

隋
で
は
皇
室
庭
園
の
主
要
な
構
成
要
素
の
一
つ
で
あ
る
池
、
す
な
わ
ち
積
翠
池
の
中
に
三
神
山
が
設
置
さ
れ
た
）
31
（

。
こ
れ
に
は
煬
帝
の

神
仙
思
想
が
込
め
ら
れ
て
い
る
）
32
（

。
積
翠
池
の
北
部
に
は
十
六
院
を
巡
っ
て
曲
流
す
る
龍
鱗
渠
が
あ
り
、
池
の
北
側
に
注
い
だ
）
33
（

。
同
渠
の

水
源
は
史
料
上
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
洛
水
あ
る
い
は
積
翠
池
か
ら
引
水
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
大
業
雑
記
』
大
業
元
年
五
月
条
に
）
34
（

、
六
四
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庭
に
名
花
を
植
ゑ
、
秋
冬
旣
に
翦
彩
も
て
之
を
爲
り
、
色
渝か

は
れ
ば
則
ち
改
め
新
し
き
者
を
著
く
。
其
の
池
沼
の
內
、
冬
月
は
亦

翦
彩
し
て
芰
荷
を
爲
る
。（
十
六
）
院
每
に
東
・
西
・
南
三
門
を
開
き
、
門
は
並
び
に
龍
鱗
渠
に
臨
む
。
渠
面
の
闊
さ
は
二
十
步
、

上
は
飛
橋
を
跨
ぐ
。
橋
を
過
ぐ
る
こ
と
百
步
に
し
て
、
卽
ち
楊
柳
・
修
竹
を
種
ゑ
、
四
面
鬱
茂
し
て
、
名
花
美
草
は
、
軒
陛
を
隱

映
す
。（
中
略
）
其
の
外
の
遊
顴
の
處
、
復
た
數
十
有
り
、
或
は
輕
舟
・
畫
舸
を
泛
べ
、
採
菱
の
歌
を
習
ひ
、
或
は
飛
橋
・
閣
道
に

昇
り
、
春
遊
の
曲
を
奏
す
。

と
あ
り
、
西
苑
内
に
色
と
り
ど
り
の
美
し
い
草
花
や
樹
木
を
植
え
、
十
六
院
の
三
面
に
龍
鱗
渠
を
巡
ら
せ
て
橋
を
架
け
、
散
策
・
舟
遊

び
・
音
楽
に
興
じ
た
。
妹
尾
氏
は
、
こ
れ
ら
の
光
景
は
建
康
の
宮
廷
や
庭
園
を
モ
デ
ル
に
し
て
お
り
、
洛
陽
に
は
江
南
ほ
ど
の
温
暖
な

気
候
が
な
い
た
め
、
花
が
枯
れ
る
冬
に
造
花
を
置
い
て
冬
で
も
江
南
の
景
観
が
絶
え
な
い
よ
う
に
し
た
と
指
摘
す
る
）
35
（

。
も
っ
と
も
、
前

漢
の
長
安
の
上
林
苑
で
は
冬
に
植
物
が
繁
育
し
、
後
趙
の
鄴
城
の
華
林
園
で
は
冬
に
咲
く
春
李
を
植
え
た
か
ら
、
冬
季
に
植
物
が
育
ち

花
が
飾
ら
れ
た
事
例
は
、
程
度
の
差
は
あ
れ
北
方
の
皇
室
庭
園
に
も
み
ら
れ
た
）
36
（

。
朝
会
や
祭
祀
に
供
す
る
た
め
の
苑
内
の
動
植
物
管
理

を
職
掌
と
す
る
隋
唐
の
上
林
署
が
）
37
（

、
冬
の
西
苑
に
花
を
飾
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
先
の
研
究
で
洛
水
を
水
源
と

す
る
積
翠
池
に
積
翠
宮
が
、
甘
泉
渠
の
付
近
に
顕
仁
宮
が
、
曲
水
池
に
曲
水
殿
が
、
穀
水
河
岸
に
青
城
宮
が
建
築
さ
れ
た
こ
と
を
確
認

し
た
）
38
（

。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
鑑
み
て
、
十
六
院
と
龍
鱗
渠
を
は
じ
め
西
苑
の
主
な
宮
殿
が
水
に
臨
ん
で
い
る
こ
と
は
、
煬
帝
の
建
築
プ

ラ
ン
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

水
は
景
観
だ
け
に
必
要
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。『
大
業
雑
記
』
大
業
元
年
五
月
条
の
十
六
院
に
）
39
（

、

□
に
四
品
夫
人
十
六
人
を
置
き
、
各
一
院
を
主
ら
し
む
。（
中
略
）
院
每
に
各
一
屯
を
置
き
、
屯
は
卽
ち
院
名
を
用
つ
て
之
を
名
づ

六
五
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く
。
屯
別ご
と

に
正
一
人
・
副
二
人
を
置
き
、
並
び
に
宮
人
を
用
つ
て
之
と
爲
す
。
其
の
屯
內
に
備
さ
に
芻
豢
を
養
ひ
、
池
を
穿
ち
て

魚
を
養
ひ
、
園
を
爲
り
て
疏
を
種
ゑ
、
瓜
果
を
植
ゑ
、
四
時
の
餚
膳
、
水
陸
の
產
、
有
ら
ざ
る
と
こ
ろ
靡
し
。

と
み
え
、
十
六
院
に
一
夫
人
と
一
屯
を
置
き
、
屯
正
一
人
・
屯
副
二
人
に
は
宮
人
を
充
て
、
魚
・
家
畜
・
野
菜
・
果
実
な
ど
山
海
の
食

材
を
供
給
さ
せ
た
。
十
六
院
は
龍
鱗
渠
の
水
を
利
用
し
て
池
や
田
圃
で
生
産
活
動
を
す
る
場
所
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
前
漢
の
上
林

苑
の
離
宮
で
は
調
理
師
や
後
宮
の
女
性
を
配
し
て
天
子
の
み
が
移
動
し
た
が
）
40
（

、
煬
帝
も
後
宮
の
夫
人
を
十
六
院
の
主
人
と
し
、
宮
人
を

常
駐
さ
せ
た
。

　

一
方
、
唐
代
の
文
献
に
は
十
六
院
・
龍
鱗
渠
が
み
え
ず
龍
鱗
宮
の
み
が
存
在
す
る
）
41
（

。
こ
の
一
帯
は
西
苑
で
は
東
部
に
あ
た
り
、
高
宗

が
顕
慶
二
年
（
六
五
七
）
に
洛
陽
宮
農
圃
0

0

監
を
東
都
苑
東
面
0

0

監
と
し
た
）
42
（

。
洛
陽
城
が
洛
陽
宮
と
称
さ
れ
た
の
は
太
宗
か
ら
高
宗
初
期
ま
で

の
間
で
あ
る
か
ら
、
洛
陽
宮
農
圃
監
は
こ
の
時
期
の
官
職
で
あ
る
。
開
元
二
十
二
年
（
七
三
四
）
の
夏
に
は
、
玄
宗
が
洛
陽
滞
在
中
に
皇

太
子
を
率
い
て
、
苑
内
で
自
ら
播
い
た
麦
を
収
穫
さ
せ
て
皇
太
子
ら
に
農
業
の
難
し
さ
を
体
験
さ
せ
、
地
方
の
収
穫
報
告
の
真
偽
を
確

認
す
る
た
め
に
実
際
に
植
え
て
生
育
状
況
を
み
よ
う
と
し
た
）
43
（

。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
隋
唐
を
通
し
て
西
苑
東
部
に
農
地
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

生
産
活
動
は
農
業
だ
け
で
は
な
い
。
大
業
六
年
（
六
一
〇
）
呉
郡
か
ら
送
ら
れ
た
白
魚
（
珍
魚
）
を
湖
畔
に
放
ち
、
浅
瀬
の
水
中
で
卵

を
産
み
付
け
た
草
を
漁
師
が
刈
り
取
り
、
魚
卵
を
日
干
し
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
）
44
（

。
隋
で
は
司
農
寺
に
鉤
盾
署
が
属
し
、
祭
祀
・
朝
会
・

賓
客
享
宴
用
に
鵝
・
鴨
や
湖
沼
の
産
物
を
管
理
し
た
か
ら
）
45
（

、
上
納
の
珍
魚
は
皇
室
用
で
あ
り
、
湖
の
あ
る
西
苑
で
養
殖
が
行
わ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。

六
六
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さ
ら
に
、
各
地
の
名
木
珍
獣
が
西
苑
内
に
収
集
さ
れ
た
）
46
（

。
隋
の
西
苑
で
は
、
宮
城
に
近
い
位
置
に
離
宮
・
池
・
渠
が
造
ら
れ
、
宮
城

か
ら
遠
い
西
部
に
は
離
宮
が
置
か
れ
て
い
な
い
（
図
1
・
2
を
参
照
）。
一
丈
九
尺
の
高
い
垣
が
巡
ら
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
西
部
で

動
物
を
放
し
飼
い
に
し
脱
走
し
な
い
よ
う
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
煬
帝
が
西
苑
で
狩
猟
を
し
な
か
っ
た
こ
と
は
）
47
（

、
後
世
の
歴
史
家
が
煬

帝
批
判
を
す
る
傾
向
に
あ
り
な
が
ら
、
苑
内
の
動
物
殺
戮
に
つ
い
て
全
く
触
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
は
、

前
漢
武
帝
が
大
規
模
な
狩
猟
を
行
う
目
的
で
長
安
の
上
林
苑
に
百
獣
を
養
っ
た
こ
と
と
大
き
く
異
な
る
）
48
（

。

　

西
苑
の
西
部
を
管
理
し
た
の
は
京
都
苑
四
面
監
で
あ
り
、『
唐
六
典
』
に
「
顯
慶
二
年
、
食
貨
監
を
（
改
め
て
）
東
都
苑
西
面
監
と
曰

ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
）
49
（

、
少
な
く
と
も
高
宗
に
よ
る
改
称
ま
で
の
間
、
唐
西
苑
の
西
部
は
食
貨
（
食
物
と
財
貨
）
す
な
わ
ち
経
済
活
動
に
関

す
る
地
域
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
隋
唐
の
上
林
署
と
鉤
盾
署
は
朝
会
・
祭
祀
・
賓
客
接
待
用
の
物
品
管
理
を
職
掌
と
す
る
か
ら
）
50
（

、

苑
内
の
動
物
を
祭
祀
用
に
使
用
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
祭
祀
用
犠
牲
は
特
定
の
動
物
に
限
定
さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
目
的
の

み
な
ら
珍
獣
を
集
め
る
必
要
は
な
い
。
元
来
動
物
蒐
集
に
は
、
外
来
の
珍
し
い
動
物
を
持
つ
こ
と
で
他
文
明
と
の
政
治
的
な
つ
な
が
り

を
宣
伝
し
、
動
物
支
配
の
権
利
を
持
つ
こ
と
を
誇
示
す
る
役
割
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
）
51
（

。
大
室
氏
も
、
上
林
苑
が
現
在
の
概
念
で
の
動
物

園
・
植
物
園
・
庭
園
を
総
合
し
た
施
設
で
あ
り
、
漢
武
帝
の
軍
事
的
拡
大
に
よ
っ
て
膨
張
し
た
世
界
か
ら
動
植
物
が
首
都
に
集
中
さ
れ
、

苑
内
の
北
部
に
北
方
の
動
植
物
を
、
南
部
に
南
方
の
動
植
物
を
配
置
し
て
、
武
帝
の
帝
国
＝
世
界
を
具
象
化
し
た
と
指
摘
し
た
）
52
（

。
さ
す

れ
ば
、
煬
帝
の
動
物
蒐
集
に
も
支
配
階
級
特
有
の
地
位
・
権
力
・
財
力
・
勢
力
範
囲
の
誇
示
が
投
影
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
他
、
西
苑
で
は
煬
帝
の
娯
楽
的
な
活
動
も
み
ら
れ
る
（
文
末
の
表
を
参
照
）。
月
夜
に
数
千
騎
の
宮
女
と
西
苑
に
出
向
き
、「
淸
夜

遊
曲
」
を
作
っ
て
馬
上
で
奏
で
さ
せ
た
）
53
（

。
胡
三
省
は
曹
植
の
「
清
夜
遊
西
園
」
の
詩
を
用
い
て
曲
に
し
た
と
す
る
）
54
（

。
大
業
二
年
（
六
〇

六
七
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六
八

邙　山 ●宣武帝陵

函谷関

方諸門
洛陽城

伊闕

隋の範囲が不明のため、
唐の範囲を使用

穀 水
穀水の支流

都
尉
治

×

×

洛　水

洛　水

甘
水

青城宮

十六院

顕仁宮

丘陵地帯

山岳地帯

現在の澗河
孝 水

龍鱗渠

A

D積
翠
池

×

図 1　隋の洛陽城西苑概念図
　A：東周王城　　D：隋の月陂
注：隋の西苑西面は図中の範囲より西側にあったが、具体的な場所が断定で
きないため唐代と同じように図示しておく。また八関と西苑との関係が
まだ明らかでないため、この図では八関（×）を西苑の外に記しておく。
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六
九

邙　山 ●宣武帝陵

函谷関

洛陽城

伊闕

穀 水
穀水の支流

都
尉
治

×

×
×

洛　水

洛　水

甘
水

青城宮

明徳宮

丘陵地帯

山岳地帯

現在の澗河
孝 水

A

D凝
碧
池

BC E

FG

高山宮 宿羽宮

龍鱗宮

望春宮
合璧宮

芳樹亭

興泰宮 飛山宮

黄女宮

図 2　唐の洛陽城西苑概念図
A：東周王城　　B：上陽宮　　C：西上陽宮
D：隋の月陂　　E：上陽陂　　F：唐の月陂
G：積翠陂
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六
）
に
は
周
・
斉
・
梁
・
陳
の
楽
士
を
集
め
て
魚
龍
・
山
車
等
の
遊
戯
で
あ
る
散
楽
を
積
翠
池
の
辺
で
実
演
さ
せ
た
）
55
（

。
大
業
十
二
年
（
六

一
六
）
三
月
上
巳
に
開
か
れ
た
流
觴
曲
水
（
曲
水
宴
）
で
は
、
杜
宝
編
纂
の
『
水
飾
図
経
』
に
掲
載
さ
れ
た
中
国
の
逸
話
七
二
場
面
に
つ

い
て
黄
袞
に
情
景
模
型
（
ジ
オ
ラ
マ
）
に
よ
る
水
飾
を
造
ら
せ
、
か
ら
く
り
を
使
っ
て
池
を
回
る
舟
に
木
製
の
人
形
を
乗
せ
、
演
奏
・
雑

技
・
供
酒
を
客
人
に
披
露
し
た
）
56
（

。
木
製
の
人
形
や
動
物
の
機
械
は
す
で
に
前
漢
で
高
度
な
も
の
が
造
ら
れ
、
後
趙
の
鄴
で
も
石
虎
が
様
々

な
仕
掛
け
を
造
ら
せ
て
い
る
か
ら
、
煬
帝
の
場
合
の
み
が
特
殊
だ
と
は
い
え
な
い
）
57
（

。
し
か
し
、
煬
帝
の
特
徴
は
、
高
水
準
の
科
学
技
術

を
駆
使
し
て
古
典
を
多
く
表
現
す
る
知
的
な
文
芸
活
動
を
行
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
技
術
面
で
は
、
隋
文
帝
が
旧
北
斉
者
を
多
く
官
僚
に

登
用
し
、
煬
帝
の
時
代
で
も
同
様
の
出
身
者
が
活
躍
し
た
か
ら
）
58
（

、
北
田
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
西
苑
が
北
斉
を
は
じ
め
北
朝
の
影
響
を

受
け
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　

二　

西
苑
の
位
置
と
設
置
目
的

　

前
述
の
と
お
り
、
隋
唐
長
安
城
の
禁
苑
は
都
城
の
北
側
に
置
か
れ
た
が
、
隋
唐
洛
陽
城
の
西
苑
は
都
城
の
西
側
に
展
開
す
る
。
そ
こ

で
、
本
章
で
は
西
苑
が
西
側
に
あ
る
理
由
を
考
え
て
み
た
い
。

　

都
城
の
立
地
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
る
要
素
の
一
つ
に
防
衛
が
あ
る
。
漢
代
で
は
洛
陽
盆
地
を
取
り
巻
く
要
所
に
関
を
設
け
て
各
方

面
を
警
戒
し
た
）
59
（

。
洛
陽
城
の
西
側
の
防
衛
も
そ
の
一
例
で
あ
り
、
洛
陽
盆
地
の
西
側
に
は
長
安
へ
の
官
道
が
あ
る
た
め
、
古
く
か
ら
函

谷
関
が
お
か
れ
て
い
た
。
煬
帝
が
し
ば
し
ば
西
域
や
北
部
へ
の
巡
狩
を
実
施
し
た
の
は
、
西
部
・
北
部
に
い
る
異
民
族
の
動
静
が
隋
の

重
要
な
外
交
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

七
〇
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宮
城
が
都
城
の
西
北
に
位
置
す
る
洛
陽
城
の
左
右
非
対
称
と
い
う
特
異
な
構
造
は
、
西
北
が
高
く
東
と
南
が
低
い
と
い
う
地
勢
に
起

因
す
る
）
60
（

。『
旧
唐
書
』
に
「
宮
城
に
隔
城
四
重
有
り
」
と
み
え
る
が
）
61
（

、
実
際
の
構
造
で
は
宮
城
の
四
面
を
皇
城
・
夾
城
・
曜
儀
城
が
取
り

囲
み
、
そ
の
周
辺
に
東
城
・
円
璧
城
・
洛
水
・
穀
水
が
置
か
れ
、
最
も
外
側
の
空
間
で
は
東
と
南
に
居
住
区
の
里
坊
が
、
北
に
邙
山
が
、

西
側
に
西
苑
が
配
さ
れ
、
重
層
構
造
の
包
囲
に
よ
り
宮
城
を
防
衛
す
る
よ
う
に
し
た
。
西
苑
も
重
要
な
防
衛
空
間
で
あ
る
。

　

で
は
、
西
苑
の
防
衛
機
能
は
ど
の
程
度
効
力
0

0

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
北
田
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
煬
帝
は
軍
事
訓
練
と
し
て
の
狩

猟
を
西
苑
内
で
行
っ
て
い
な
い
が
）
62
（

、
大
業
末
の
状
況
に
つ
い
て
は
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
八
・
唐
高
祖
武
徳
四
年
二
月
辛
丑
の
条
に
）
63
（

、

（
李
）
世
民
、
軍
を
靑
城
宮
に
移
す
も
、
壁
壘
未
だ
立
た
ず
。
王
世
充
、
衆
二
萬
を
帥
ゐ
て
、
方
諸
門
よ
り
出
で
、
故
の
馬
坊
の
垣

塹
に
憑
り
、
穀
水
に
臨
み
以
て
唐
兵
を
拒
み
、
諸
將
皆
懼
る
。
世
民
、
精
騎
を
以
て
北
邙
に
陳
ね
、
魏
宣
武
陵
に
登
り
以
て
之
を

望
む
。
左
右
に
謂
ひ
て
曰
く
、
賊
勢
窘く
る

し
み
て
、
衆
を
悉
し
て
出
で
、
幸
を
徼も
と

め
て
一
戰
す
、
今
日
之
を
破
ら
ば
、
後
に
敢
へ
て

復
た
出
で
ず
、
と
。
屈
突
通
に
命
じ
て
步
卒
五
千
を
帥
ゐ
（
穀
）
水
を
渡
り
之
を
擊
た
し
む
。（
屈
突
）
通
に
戒
め
て
曰
く
、
兵
交

ら
ば
則
ち
煙
を
縱
て
と
。
煙
作
る
や
、
世
民
、
騎
を
引
い
て
南
下
す
、
と
。

と
あ
り
、
李
世
民
の
唐
軍
と
王
世
充
の
隋
軍
の
移
動
経
路
が
記
さ
れ
て
い
る
。
李
世
民
軍
が
陣
を
張
っ
た
青
城
宮
は
洛
陽
城
の
宝
城
門

か
ら
西
七
里
の
と
こ
ろ
に
あ
り
）
64
（

、
か
つ
て
の
穀
城
に
建
造
さ
れ
た
）
65
（

。『
水
経
注
』
巻
一
六
・
穀
水
篇
に
「（
穀
）
城
の
西
は
穀
水
に
臨
み
、

故
に
縣
、
名
を
取
る
。
穀
水
又
東
し
て
、
穀
城
の
南
を
徑
ぎ
、
其
の
北
を
歷
ず
し
て
、
又
東
す
」
と
あ
る
か
ら
）
66
（

、
穀
城
故
城
に
造
ら
れ

た
青
城
宮
は
穀
水
の
北
岸
に
あ
る
。
唐
軍
は
そ
こ
か
ら
北
邙
山
に
移
動
し
て
陣
を
と
り
、
北
魏
の
宣
武
帝
陵
（
洛
陽
城
西
北
角
か
ら
西
北

に
約
五
キ
ロ
）
に
登
っ
て
周
囲
を
眺
め
た
後
、
穀
水
を
渡
っ
て
南
下
し
た
。
南
下
し
た
先
に
は
洛
陽
城
に
最
も
近
い
東
周
王
城
（
旧
城
）

七
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が
あ
る
。
こ
の
唐
軍
の
西
苑
内
で
の
移
動
か
ら
、
比
較
的
容
易
に
西
苑
に
侵
入
し
西
苑
内
部
か
ら
洛
陽
城
を
攻
略
し
よ
う
と
し
た
こ
と

が
看
取
で
き
る
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
皇
室
庭
園
か
ら
宮
城
を
攻
め
る
と
い
う
方
法
は
長
安
城
で
実
践
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
李
淵
・
李
世
民
等
は
長
安

城
北
側
の
禁
苑
に
侵
入
し
、
禁
苑
内
の
漢
長
安
城
跡
（
以
下
「
旧
長
安
城
」
と
す
る
）
と
阿
城
（
阿
房
宮
）
か
ら
出
陣
し
て
長
安
城
を
攻
め

た
）
67
（

。
禁
苑
内
の
旧
城
址
を
拠
点
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
李
淵
は
義
寧
元
年
（
六
一
七
）
十
一
月
に
隋
の
代
王
を
擁
立
し
て
即
位
さ

せ
、
最
終
的
に
旧
長
安
城
の
長
楽
宮
か
ら
長
安
城
に
入
っ
た
）
68
（

。
隋
末
の
洛
陽
城
の
攻
略
に
お
い
て
、
東
方
に
拠
っ
た
李
密
が
約
一
〇
キ

ロ
離
れ
た
漢
魏
洛
陽
城
の
金
墉
城
や
洛
陽
城
の
北
に
隣
接
す
る
回
洛
倉
城
を
占
拠
し
た
の
と
同
様
の
戦
略
で
あ
る
）
69
（

。
禁
苑
と
西
苑
が
外

地
か
ら
都
城
へ
の
経
路
上
に
位
置
し
た
こ
と
に
も
関
係
す
る
が
、
李
世
民
は
長
安
城
の
攻
略
時
に
禁
苑
内
か
ら
攻
め
て
成
功
し
た
こ
と

で
洛
陽
で
も
同
様
の
方
法
を
採
り
、
西
苑
内
の
青
城
宮
と
東
周
王
城
跡
を
拠
点
と
し
て
攻
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
漢
以
来
の
旧
長

安
城
が
都
城
攻
防
時
の
軍
隊
駐
屯
の
場
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
禁
苑
内
に
内
包
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
妹
尾
氏
が
指
摘
す
る
よ

う
に
）
70
（

、
西
苑
が
東
周
王
城
を
取
り
込
ん
だ
理
由
に
宮
城
守
備
へ
の
考
慮
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
の
戦
闘
で
は
隋
末
の
禁
苑
内
お
よ
び
西
苑
内
の
旧
城
は
い
と
も
容
易
く
敵
軍
に
占
拠
さ
れ
た
。
西
苑
に
お
い
て
は

穀
水
の
存
在
が
そ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
西
苑
は
東
面
に
門
を
置
い
て
宮
城
と
は
別
の
空
間
と
な
り
、
そ
の
間
を
流
れ
る
穀
水

が
護
城
河
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
）
71
（

。
李
世
民
の
唐
軍
が
洛
陽
の
宮
城
に
接
近
し
て
や
っ
と
王
世
充
の
隋
軍
が
出
城
し
た
こ
と
は
、
隋

軍
が
穀
水
の
防
御
機
能
を
頼
み
と
し
西
苑
内
の
軍
備
を
さ
ほ
ど
強
化
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
唐
に
な
り
李
淵
・
李
世
民
父

子
が
政
権
を
握
っ
て
長
安
城
を
守
備
す
る
立
場
に
変
わ
る
と
、
長
安
の
禁
苑
内
に
軍
隊
を
配
備
し
て
防
衛
力
を
強
化
し
、
洛
陽
の
西
苑

七
二
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で
も
武
則
天
は
羽
林
杖
を
苑
内
に
置
い
て
い
る
）
72
（

。
両
都
城
と
も
に
皇
室
庭
園
内
の
軍
備
が
実
質
的
に
強
化
さ
れ
る
の
は
唐
代
に
な
っ
て

か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
隋
代
の
両
苑
で
の
軍
備
体
制
が
脆
弱
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
す
る
改
善
策
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
煬
帝
即
位
時
の
最
大
の
懸
案
は
弟
漢
王
楊
諒
の
反
乱
で
あ
っ
た
。
楊
諒
は
、
文
帝
に
よ
る
皇
太
子
勇
と
蜀
王
秀
の
廃
位
、
お

よ
び
煬
帝
の
即
位
に
不
安
を
募
ら
せ
起
兵
し
た
。
こ
れ
に
対
抗
す
べ
く
、
煬
帝
は
ま
ず
黄
河
中
流
の
龍
門
か
ら
長
平
・
汲
郡
・
臨
清
関
・

浚
儀
・
襄
城
・
上
洛
等
に
至
る
広
い
範
囲
す
な
わ
ち
洛
陽
の
北
方
と
東
方
に
塹
壕
を
造
っ
て
関
を
置
き
、
楊
諒
の
襲
撃
に
備
え
た
）
73
（

。
次

に
、
即
時
出
兵
で
き
る
よ
う
に
煬
帝
は
洛
陽
奠
都
の
詔
を
出
し
た
）
74
（

。
楊
諒
の
反
乱
は
洛
陽
遷
都
に
か
か
わ
る
ほ
ど
最
も
優
先
す
べ
き
切

迫
し
た
問
題
の
一
つ
で
あ
り
、
煬
帝
は
北
方
と
東
方
か
ら
の
侵
略
に
対
す
る
防
衛
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
宮
殿
を

守
る
べ
き
西
苑
は
宮
殿
区
の
北
側
に
は
展
開
し
て
い
な
い
。

　

仮
に
北
側
の
邙
山
の
み
に
皇
室
庭
園
を
置
く
の
で
あ
れ
ば
、
洛
陽
城
よ
り
高
い
位
置
に
あ
っ
て
広
大
な
敷
地
も
確
保
で
き
、
広
さ
の

面
で
は
申
し
分
な
い
。
し
か
し
、「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
皇
室
庭
園
の
構
成
要
素
で
あ
る
「
池
」
が
邙
山
に
設
置
で
き
る
か
、
そ
の
可

否
が
問
わ
れ
る
。『
水
経
注
』
に
よ
る
と
、
北
魏
時
代
は
洛
水
の
上
流
か
ら
引
い
た
渠
が
邙
山
の
山
麓
を
西
か
ら
東
へ
流
れ
、
穀
水
も
北

魏
洛
陽
城
の
北
側
を
東
西
に
流
れ
た
）
75
（

。
隋
唐
期
に
は
そ
の
東
流
す
る
穀
水
の
河
道
が
な
く
な
り
、
隋
唐
洛
陽
城
北
城
壁
以
北
に
は
水
路

が
な
い
）
76
（

。
そ
し
て
、
邙
山
か
ら
洛
陽
城
の
西
側
を
流
れ
る
穀
水
と
、
邙
山
か
ら
里
坊
を
流
れ
る
瀍
水
が
、
そ
の
南
側
の
邙
山
の
麓
の
低

地
で
洛
陽
城
を
貫
流
す
る
洛
水
へ
流
れ
込
ん
で
い
る
。
穀
水
が
流
れ
な
く
な
っ
た
邙
山
に
こ
れ
ら
の
河
川
か
ら
新
た
に
引
水
し
て
池
を

設
置
す
る
と
、
宮
城
よ
り
も
高
い
山
の
斜
面
に
水
利
施
設
を
置
く
こ
と
に
な
り
、
大
雨
等
に
よ
る
増
水
が
低
い
宮
城
に
直
接
流
れ
込
ん

で
損
害
を
与
え
る
危
険
性
が
高
く
な
る
。
か
つ
て
河
南
王
城
の
北
側
（
東
周
王
城
の
北
）
で
穀
水
の
氾
濫
に
よ
り
湖
が
で
き
、
溝
を
掘
っ

七
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て
一
〇
里
先
の
瀍
水
に
排
出
し
た
こ
と
に
み
る
よ
う
に
）
77
（

、
氾
濫
し
や
す
い
北
側
に
河
川
の
水
を
大
量
に
引
い
て
大
き
な
貯
水
池
を
置
く

こ
と
に
は
水
害
の
危
険
性
を
伴
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
宮
城
以
西
の
丘
陵
地
は
宮
城
よ
り
高
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
低
地
に
洛
水
や
穀
水
が
流
れ
る
。
こ
の
地
域
に
造
ら

れ
た
人
工
池
の
氾
濫
に
よ
る
増
水
は
低
い
洛
水
・
穀
水
に
流
れ
込
む
が
、
下
流
に
位
置
す
る
洛
陽
城
内
の
低
い
里
坊
に
害
を
及
ぼ
す
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
高
い
位
置
の
宮
城
に
損
壊
を
与
え
る
危
険
性
は
低
い
。
西
苑
内
に
設
置
し
た
建
造
物
の
大
部
分
が
臨
水
の
建
設
プ
ラ

ン
で
あ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
宮
城
西
側
の
地
形
が
創
出
す
る
水
系
の
利
用
に
主
眼
を
置
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

宮
城
の
西
側
に
造
ら
れ
た
皇
室
庭
園
に
は
、
西
苑
だ
け
で
は
な
く
古
く
は
秦
・
前
漢
の
上
林
苑
が
あ
る
。
妹
尾
氏
は
、
隋
の
苑
名
が

上
林
苑
と
称
さ
れ
た
こ
と
は
秦
・
前
漢
の
上
林
苑
が
都
城
の
西
側
に
あ
っ
て
格
別
大
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
と
す
る
）
78
（

。

外
村
氏
は
煬
帝
が
秦
の
始
皇
帝
と
漢
の
武
帝
を
崇
拝
し
た
た
め
西
苑
が
巨
大
化
し
た
と
指
摘
し
た
）
79
（

。
秦
・
前
漢
の
上
林
苑
は
咸
陽
城
・

長
安
城
の
西
側
に
あ
っ
て
渭
水
や
他
の
主
要
河
川
を
取
り
込
ん
だ
。
特
に
前
漢
で
は
苑
内
に
昆
明
池
を
お
き
、
周
辺
の
河
川
や
湖
沼
と

連
結
し
て
下
流
の
長
安
城
へ
の
供
水
を
調
節
し
た
が
、
煬
帝
も
洛
陽
城
よ
り
上
流
に
積
翠
池
を
設
置
し
た
。
真
冬
の
植
物
の
生
育
、
動

物
の
放
し
飼
い
、
離
宮
で
の
宮
人
常
駐
に
つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
た
が
、
数
百
里
に
お
よ
ぶ
広
大
な
漢
上
林
苑
に
は
山
谷
が
連
な
り
）
80
（

、

地
方
の
民
歌
・
聖
人
の
音
楽
・
芸
人
の
演
技
を
鑑
賞
し
）
81
（

、
泰
液
池
の
方
丈
・
瀛
洲
・
蓬
萊
の
三
神
山
を
設
置
し
た
点
に
お
い
て
も
）
82
（

、
隋

の
西
苑
と
の
相
似
が
み
ら
れ
る
。
煬
帝
は
在
位
中
江
都
・
北
部
・
西
部
各
地
へ
頻
繁
に
巡
行
し
た
が
、
か
つ
て
始
皇
帝
も
天
下
統
一
後

に
各
地
の
巡
行
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
煬
帝
は
大
業
五
年
（
六
〇
九
）
の
巡
狩
時
に
宮
廷
内
か
ら
出
な
い
で
遊
興
に
耽
る
陳
の
皇
帝

へ
の
批
難
を
こ
め
た
が
）
83
（

、
こ
れ
に
は
皇
帝
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
の
各
地
の
見
聞
を
重
要
視
す
る
煬
帝
の
姿
勢
が
看
取
で
き
、
始
皇
帝

七
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の
巡
行
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
煬
帝
は
西
苑
内
で
動
物
の
狩
猟
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
上
述
の
諸
事
例
に
よ
り
煬
帝
が
秦
始
皇
帝
と

漢
武
帝
の
事
蹟
を
少
な
か
ら
ず
意
識
し
、
西
苑
は
そ
の
現
れ
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
朱
岩
石
氏
は
、
鄴
の
西
で
漳
水
を
引
い
た
北
斉
の
仙
都
苑
の
湖
や
山
に
は
芸
術
的
効
果
が
あ
り
、
湖
は
都
城
供
水
シ
ス
テ
ム

を
調
節
す
る
機
能
を
兼
備
す
る
と
指
摘
し
た
）
84
（

。
北
田
氏
は
北
斉
の
仙
都
苑
は
宮
城
に
水
を
供
給
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
隋
唐
の
皇

室
庭
園
は
北
斉
を
継
承
し
た
た
め
地
形
的
・
役
割
的
・
構
造
的
に
北
斉
の
仙
都
苑
に
似
て
い
る
と
分
析
す
る
）
85
（

。
こ
の
よ
う
に
秦
・
前
漢
・

鄴
の
皇
室
庭
園
に
お
い
て
も
水
利
が
大
き
く
関
与
し
て
い
た
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
は
西
苑
と
同
じ
く
都
城
の
西
側
の
高
い
位
置
に
あ
り
、

都
城
よ
り
上
流
流
域
で
水
を
調
節
し
た
。
隋
の
西
苑
で
も
、
洛
水
の
水
を
引
い
た
積
翠
池
に
つ
な
が
る
龍
鱗
渠
沿
い
の
十
六
院
と
付
属

の
屯
が
そ
の
水
を
利
用
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
造
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
隋
唐
長
安
の
禁
苑
は
都
城
よ
り
低
い
北
側
に
あ
り
、
河
川
か

ら
水
を
引
く
も
の
の
自
然
河
川
を
内
包
し
な
い
。
要
す
る
に
、
煬
帝
の
洛
陽
の
西
苑
は
従
前
の
北
方
皇
室
庭
園
の
諸
特
徴
を
多
く
取
り

入
れ
て
い
る
が
、
同
時
代
の
長
安
の
禁
苑
と
は
地
理
的
条
件
や
水
利
系
統
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

三　

西
苑
の
利
用
の
変
化

　

洛
陽
城
は
隋
煬
帝
期
の
都
城
で
あ
っ
た
が
、
唐
に
な
る
と
太
宗
は
離
宮
、
高
宗
は
臨
時
の
都
、
周
の
武
則
天
は
国
都
、
唐
の
玄
宗
以

降
は
副
都
と
し
て
利
用
し
た
）
86
（

。
本
章
で
は
こ
れ
ら
唐
周
期
の
為
政
者
に
よ
る
西
苑
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
（
図
1
・
2
、

表
参
照
）。

　

唐
太
宗
は
隋
末
洛
陽
城
に
入
城
後
、
煬
帝
の
建
築
物
を
焼
却
し
、
洛
陽
宮
と
改
称
し
て
離
宮
の
一
つ
と
し
た
。
太
宗
は
前
述
の
と
お

七
五
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り
西
苑
を
縮
小
し
た
だ
け
で
、
廃
苑
す
る
こ
と
な
く
西
苑
内
で
余
暇
を
過
ご
し
た
。
ま
ず
貞
観
十
一
年
（
六
三
七
）
正
月
に
飛
山
宮
を
造

り
、
六
月
に
顕
仁
宮
か
ら
改
称
さ
れ
た
明
徳
宮
へ
行
幸
し
た
（
表
参
照
）。
同
年
八
月
、
長
安
の
禁
苑
で
左
右
の
者
と
狩
猟
す
る
の
は
天

下
が
平
穏
な
時
で
も
武
術
を
忘
れ
な
い
た
め
で
あ
る
と
語
り
）
87
（

、
十
月
に
洛
陽
の
西
苑
内
で
狩
猟
を
し
て
い
る
）
88
（

。
貞
観
十
五
年
（
六
四
一
）

十
月
に
は
城
南
の
伊
闕
で
狩
猟
を
行
い
、
翌
日
洛
陽
宮
へ
戻
っ
た
）
89
（

。
伊
闕
付
近
に
離
宮
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
太
宗
に
と
っ
て
狩
猟

は
洛
陽
宮
滞
在
中
の
武
術
鍛
錬
で
あ
る
か
ら
、
洛
陽
宮
か
ら
移
動
の
便
が
よ
い
近
場
の
西
苑
が
適
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
高
宗
は
避
暑

の
た
め
顕
慶
二
年
（
六
五
七
）
五
月
か
ら
七
月
ま
で
明
徳
宮
に
滞
在
し
た
）
90
（

。
な
お
、
明
徳
宮
は
煬
帝
が
洛
陽
城
の
完
成
ま
で
臨
時
に
滞
在

し
た
顕
仁
宮
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
文
献
史
料
に
煬
帝
が
こ
の
宮
を
再
び
利
用
し
た
記
録
は
な
い
。
高
宗
は
龍
朔
元
年
（
六
六
一
）
十
月
に

非
山
で
狩
猟
を
行
い
、
五
日
後
に
洛
陽
宮
に
戻
っ
た
）
91
（

。
非
山
は
洛
陽
宮
の
西
南
に
あ
り
）
92
（

、
宿
泊
し
て
洛
陽
宮
に
戻
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

非
山
付
近
に
離
宮
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
こ
れ
は
太
宗
が
造
っ
た
飛
山
宮
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
顕
慶
二
年
十
二
月
に
洛
陽
宮
を
東

都
（
洛
陽
城
）
と
改
称
し
た
後
）
93
（

、
同
五
年
（
六
六
〇
）
に
合
璧
宮
、
上
元
年
間
（
六
七
四
〜
六
七
六
）
に
上
陽
宮
、
調
露
元
年
（
六
七
九
）
に

宿
羽
宮
・
高
山
宮
を
増
築
し
た
（
図
1
・
2
、
表
参
照
）
94
（

）。
長
安
・
洛
陽
間
の
移
動
中
の
立
ち
寄
り
と
四
月
以
降
の
避
暑
の
た
め
、
新
設
の

合
璧
宮
に
も
し
ば
し
ば
滞
在
し
た
（
表
参
照
）。
周
武
則
天
は
、
聖
暦
三
年
（
七
〇
〇
）
嵩
山
に
新
築
し
た
三
陽
宮
を
長
安
四
年
（
七
〇
四
）

に
壊
し
、
そ
の
建
材
を
使
っ
て
洛
陽
の
西
の
寿
安
県
の
万
安
山
に
興
泰
宮
を
建
設
し
た
）
95
（

。
四
月
以
降
長
期
で
滞
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

興
泰
宮
を
避
暑
地
と
し
て
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
唐
中
宗
は
神
龍
元
年
（
七
〇
五
）
十
月
に
洛
陽
城
西
側
の
新
安
で
狩
猟
を
行
い
、
同

日
洛
陽
に
戻
っ
た
か
ら
）
96
（

、
必
ず
し
も
新
安
界
隈
に
離
宮
は
必
要
な
い
。
そ
の
後
玄
宗
は
洛
陽
城
滞
在
中
の
開
元
十
年
（
七
二
二
）
十
月
と

十
四
年
（
七
二
六
）
十
二
月
、
興
泰
宮
に
五
泊
ほ
ど
滞
在
し
て
狩
猟
を
行
っ
た
）
97
（

。
概
し
て
い
う
と
、
唐
（
周
）
の
西
苑
の
活
動
は
洛
陽
城

七
六
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か
ら
離
れ
た
山
間
の
離
宮
を
中
心
と
し
、
皇
帝
ら
の
狩
猟
と
長
期
の
避
暑
の
た
め
の
宿
泊
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

離
宮
と
水
と
の
か
か
わ
り
を
み
て
み
る
と
、『
旧
唐
書
』
巻
三
・
太
宗
紀
・
貞
観
十
一
年
七
月
条
に
）
98
（

、

癸
未
、
大
霪
雨
あ
り
。
穀
水
溢
れ
て
洛
陽
宮
に
入
り
、
深
さ
四
尺
、
左
掖
門
を
壞
し
、
宮
寺
十
九
所
を
毀
つ
。
洛
水
溢
れ
て
、
六

百
家
を
漂
は
す
。（
中
略
）
壬
寅
、
明
德
宮
及
び
飛
山
宮
の
玄
圃
院
を
廢
し
、
分
け
て
遭
水
の
家
に
給
ひ
、
仍
り
て
帛
を
賜
ふ
こ
と

差
あ
り
。

と
あ
り
、
穀
水
と
洛
水
の
氾
濫
に
よ
り
多
数
の
被
災
者
を
出
し
た
こ
と
に
対
し
、
西
苑
内
の
宮
殿
を
壊
し
て
建
材
を
支
給
し
た
。
こ
の

と
き
太
宗
は
、
救
済
は
行
う
も
の
の
直
接
的
な
水
害
対
策
の
工
事
は
施
さ
な
か
っ
た
。
高
宗
期
に
は
十
六
院
と
龍
鱗
渠
が
廃
さ
れ
た
。

高
宗
期
以
降
玄
宗
期
に
か
け
て
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
甚
大
な
水
害
が
多
発
し
、
特
に
玄
宗
の
開
元
年
間
（
七
一
三
〜
七
四
一
）
で
は
、
五

年
以
降
十
八
年
ま
で
頻
繁
に
水
害
が
発
生
し
て
い
る
）
99
（

。
高
宗
の
対
策
は
、
水
害
後
に
漕
渠
の
水
を
は
き
、
あ
る
い
は
上
流
の
水
量
を
調

節
す
る
と
い
っ
た
一
時
的
な
対
策
に
と
ど
ま
っ
た
）
100
（

。
と
こ
ろ
が
、
玄
宗
は
開
元
十
九
年
（
七
三
一
）
十
月
か
ら
約
一
年
間
の
洛
陽
滞
在
に

合
わ
せ
て
、
上
流
に
位
置
す
る
苑
内
の
洛
水
の
河
底
を
二
か
月
か
け
て
大
規
模
に
浚
渫
さ
せ
た
）
101
（

。
さ
ら
に
、
二
十
二
年
（
七
三
四
）
正
月

か
ら
二
十
四
年
（
七
三
六
）
十
月
ま
で
の
洛
陽
滞
在
中
に
は
、『
唐
六
典
』
巻
七
・
工
部
尚
書
（
東
都
禁
苑
）
の
「
穀
洛
二
水
會
于
其
閒
」

の
原
注
に
）
102
（

、

開
元
二
十
四
年
、
上
、
以
爲
ら
く
、
穀
・
洛
二
水
、
或
は
泛
溢
し
、
人
功
を
疲
費
す
、
と
。
遂
に
河
南
尹
李
適
之
に
勅
し
て
內
庫

を
出
し
和
雇
せ
し
め
、
三
陂
を
修
め
て
以
て
之
を
禦
が
し
む
。
一
に
積
翠
と
曰
ひ
、
二
に
月
陂
と
曰
ひ
、
三
に
上
陽
と
曰
ふ
。
爾

後
、
二
水
に
力
役
の
患
ひ
無
し
。

七
七
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と
み
え
、
滞
在
最
後
の
年
の
開
元
二
十
四
年
に
、
西
苑
の
洛
水
・
穀
水
が
合
流
す
る
地
点
で
上
陽
陂
・
積
翠
陂
・
月
陂
の
三
陂
（
堤
）
を

築
か
せ
る
河
川
工
事
を
李
適
之
に
命
じ
た
。
玄
宗
は
、
氾
濫
の
原
因
が
西
苑
内
の
洛
水
に
あ
り
、
再
発
防
止
の
た
め
の
工
事
の
必
要
性

を
認
識
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

洛
陽
城
の
水
害
を
通
観
す
る
と
、
隋
の
煬
帝
期
に
は
洛
水
の
水
害
も
洛
陽
城
の
被
害
も
な
か
っ
た
が
、
唐
代
は
太
宗
か
ら
玄
宗
の
前

期
に
か
け
て
洛
水
を
中
心
と
す
る
水
害
が
頻
発
し
洛
陽
城
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
）
103
（

。
玄
宗
中
期
以
降
は
西
苑
内
の
水
管
理
に
着
手
し
、

そ
の
か
い
あ
っ
て
か
災
害
が
減
少
し
た
。
水
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
代
宗
以
降
再
び
水
害
が
起
こ
っ
て
い

る
が
）
104
（

、
皇
帝
に
よ
る
洛
陽
行
幸
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
洛
陽
の
水
管
理
を
怠
っ
た
結
果
か
も
し
れ
な
い
。

　

洛
陽
城
が
盆
地
の
西
端
に
位
置
す
る
こ
と
は
、
洛
水
・
穀
水
に
接
近
す
る
た
め
必
然
的
に
水
害
の
危
険
性
を
も
つ
。
災
害
に
強
い
都

城
と
し
て
運
営
す
る
た
め
に
は
、
上
流
に
位
置
す
る
西
苑
内
で
の
水
管
理
が
不
可
欠
で
あ
る
。
西
苑
を
煬
帝
み
ず
か
ら
頻
繁
に
利
用
す

る
こ
と
で
、
日
常
的
な
水
管
理
が
求
め
ら
れ
、
結
果
的
に
洛
陽
城
へ
の
水
量
調
節
に
益
し
た
。
換
言
す
る
と
、
包
括
的
な
水
管
理
を
す

る
目
的
で
、
洛
陽
城
西
側
の
河
川
の
上
流
地
域
に
西
苑
を
置
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
唐
で
は
水
辺
の
離
宮
を
廃
し
狩
猟
と
避

暑
の
た
め
山
上
に
離
宮
を
造
っ
て
水
管
理
を
怠
っ
た
た
め
、
洛
陽
城
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
唐
王
朝
が
西
苑
の
役

割
を
認
知
せ
ず
、
長
安
の
禁
苑
と
同
様
の
扱
い
方
で
西
苑
を
利
用
し
た
結
果
で
あ
る
。
や
が
て
、
頻
繁
な
水
害
の
経
験
か
ら
西
苑
内
で

の
水
管
理
の
重
要
性
を
認
識
し
た
玄
宗
は
、
災
害
再
発
防
止
の
た
め
の
河
川
工
事
を
行
い
、
洛
陽
城
を
さ
ら
に
複
雑
で
堅
固
な
水
利
構

造
を
も
つ
都
城
と
し
た
。
玄
宗
が
水
管
理
を
再
開
し
た
こ
と
で
、
玄
宗
後
期
に
お
け
る
水
害
の
被
害
は
開
元
二
十
九
年
（
七
四
一
）
と
天

宝
十
三
載
（
七
五
四
）
の
二
回
を
記
録
す
る
に
と
ど
ま
り
、
し
か
も
、
洛
陽
城
の
含
嘉
倉
が
玄
宗
期
に
最
も
盛
行
を
み
る
の
は
そ
の
間
の

七
八
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天
宝
年
間
で
あ
る
）
105
（

。
穀
倉
の
発
展
は
運
河
の
恩
恵
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
が
、
玄
宗
が
行
っ
た
西
苑
内
の
水
管
理
が
結
果
的
に
洛

水
の
水
量
調
節
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
以
前
の
開
元
十
四
年
（
七
二
六
）
と
十
八
年
（
七
三
〇
）
の
よ
う
な
運
河
内
で
の
船
の
難
破
事
故
の

再
発
を
回
避
す
る
に
至
り
）
106
（

、
安
定
し
た
運
河
と
穀
倉
の
運
営
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　

お　

わ　

り　

に

　

隋
煬
帝
が
洛
陽
城
の
西
側
に
西
苑
を
設
置
し
た
の
は
、
西
側
の
洛
水
と
穀
水
が
形
成
す
る
地
形
を
利
用
し
、
娯
楽
や
動
植
物
の
生
産

活
動
を
通
し
て
日
常
的
な
水
管
理
に
よ
り
洛
陽
城
へ
の
供
水
を
調
節
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
隋
煬
帝
は
苑
内
東
部
に
宮
殿
や
池
を
多
く

造
っ
て
主
た
る
活
動
範
囲
と
し
、
広
大
な
西
部
で
は
動
物
を
放
ち
森
林
を
管
理
し
た
。
動
物
は
祭
祀
の
犠
牲
に
す
る
ほ
か
、
権
力
・
財

力
・
勢
力
範
囲
の
象
徴
と
し
た
。
唐
代
に
な
る
と
西
苑
の
規
模
は
縮
小
さ
れ
て
隋
の
施
設
も
多
く
廃
さ
れ
た
。
代
わ
り
に
避
暑
や
狩
猟

目
的
で
山
や
丘
の
上
に
新
た
に
宮
殿
が
造
ら
れ
、
必
然
的
に
洛
陽
城
に
近
い
「
水
」
へ
の
関
心
が
希
薄
と
な
り
、
高
宗
か
ら
玄
宗
前
期

に
か
け
て
水
害
が
多
発
す
る
よ
う
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
玄
宗
に
よ
る
西
苑
内
の
水
利
工
事
に
よ
っ
て
水
管
理
が
再
開
さ
れ
る
と
、
甚

大
な
水
害
が
軽
減
さ
れ
運
河
の
運
用
に
も
益
し
て
、
結
果
的
に
洛
陽
城
の
含
嘉
倉
で
の
保
管
量
が
隋
の
最
盛
期
に
及
ぶ
ほ
ど
増
大
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
無
論
、
西
苑
に
は
防
衛
機
能
も
あ
っ
た
が
、
隋
は
特
別
な
軍
備
を
配
し
な
か
っ
た
こ
と
で
容
易
に
敵
の
侵
入
を
免
れ

ず
、
却
っ
て
そ
の
経
験
は
後
の
唐
に
苑
内
の
軍
備
を
強
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
煬
帝
は
洛
陽
城
を
軍
事
的
に
守
る
こ
と
よ
り
も
、

水
管
理
で
守
る
こ
と
に
比
重
を
置
き
、
そ
れ
ゆ
え
宮
城
の
西
側
に
設
置
し
た
の
で
あ
る
。
水
管
理
も
皇
室
庭
園
の
重
要
な
役
割
の
一
つ

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

七
九
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妹
尾
氏
は
隋
唐
長
安
の
皇
室
庭
園
の
系
譜
を
た
ど
り
、
①
周
・
秦
・
漢
以
来
の
関
中
平
野
の
都
城
、
②
北
魏
平
城
か
ら
北
魏
洛
陽
・

北
斉
鄴
へ
の
北
朝
遊
牧
系
政
権
、
③
東
晋
か
ら
陳
へ
の
南
朝
建
康
で
発
達
し
た
江
南
様
式
の
三
つ
の
異
な
る
造
園
文
化
が
隋
唐
長
安
の

皇
室
庭
園
に
お
い
て
初
め
て

0

0

0

統
合
さ
れ
た
と
指
摘
し
た
）
107
（

。
洛
陽
の
西
苑
に
つ
い
て
は
陳
建
康
の
宮
苑
の
構
造
と
よ
く
似
て
お
り
、
宴
遊

方
法
も
南
朝
の
皇
帝
に
倣
っ
て
い
る
と
し
て
、
煬
帝
の
南
朝
へ
の
傾
倒
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
華
北
の
広
大
な
庭
園

様
式
に
江
南
の
繊
細
な
庭
園
様
式
を
配
し
た
独
創
的
な
設
計
と
し
て
、
江
南
風
の
庭
園
文
化
が
華
北
に
移
植
さ
れ
た
最
初
の
本
格
的
な

事
例
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
離
宮
を
水
辺
に
置
い
た
こ
と
が
、
河
川
や
湖
沼
の
多
い
江
南
地
域
に
対
す
る
煬
帝
の
執

着
心
の
表
れ
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
自
然
河
川
を
利
用
し
渠
や
池
を
穿
つ
こ
と
は
北
方
で
も
行
わ
れ
、
世
々
治

水
・
灌
漑
・
運
搬
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
本
稿
で
の
考
察
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
西
苑
は
秦
・
前
漢
の
上
林
苑
以
来
の
北
方
皇
室
庭

園
の
特
徴
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
長
安
の
禁
苑
よ
り
む
し
ろ
洛
陽
の
西
苑
に
お
い
て
、
西
周
以
来
の
関
中
平
野
を
中
心

と
す
る
系
譜
（
①
）
に
遊
牧
系
（
②
）
と
江
南
様
式
（
③
）
の
要
素
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
今
後
は
洛
陽
の
西
苑
と
長

安
の
禁
苑
を
比
較
考
察
し
、
宋
以
降
の
王
朝
な
い
し
周
辺
諸
国
へ
の
都
城
と
庭
園
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
隋
唐

の
皇
室
庭
園
が
与
え
た
空
間
的
・
時
間
的
発
展
へ
の
影
響
を
導
き
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

註（1
）　

村
上
嘉
実
「
六
朝
の
庭
園
」（『
古
代
学
』
四
―
一
、
一
九
五
五

年
）、
同
氏
「
唐
都
長
安
の
王
室
庭
園
」（『
関
西
学
院
史
学
』
三
、
一

九
五
五
年
）
お
よ
び
同
氏
「
隋
代
の
庭
園
」（『
滋
賀
県
立
短
期
大
学

学
術
雑
誌
』
二
、
一
九
六
一
年
）。

（
2
）　

妹
尾
達
彦
「
隋
唐
長
安
城
の
皇
室
庭
園
」（
橋
本
義
則
編
『
東
ア
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八
一

ジ
ア
都
城
の
比
較
研
究
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）。

（
3
）　

前
掲
註
（
2
）
妹
尾
論
文
。

（
4
）　

北
田
裕
行
「
中
国
古
代
都
城
の
園
林
配
置
に
関
す
る
基
礎
的
考

察　
　

都
城
外
苑
を
中
心
と
し
て　
　

」（
舘
野
和
己
編
『
古
代
都
城

の
か
た
ち
』
同
成
社
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
5
）　

李
久
昌
『
国
家
、
空
間
与
社
会　
　

古
代
洛
陽
都
城
空
間
演
変

研
究
』
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
三
〇
二
〜
三
〇
四
頁
。

（
6
）　

徐
松
撰
、
李
健
超
増
訂
『
増
訂
唐
両
京
城
坊
考
』
三
秦
出
版
社
、

一
九
九
六
年
、
二
五
八
頁
、
方
孝
廉
「
隋
開
通
済
渠
与
洛
河
改
道
」

（『
考
古
』
一
九
九
九
年
第
一
期
）、
厳
輝
・
鄭
衛
「
洛
陽
西
郊
龍
池
溝

唐
代
西
苑
宮
殿
遺
址
及
相
関
問
題
」（
洛
陽
市
文
物
局
編
『
耕
耘
論

叢
』
第
二
輯
、
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
厳
輝
「
隋
唐
東
都
西

苑
遺
址
的
初
歩
探
索
」（『
四
川
文
物
』
二
〇
〇
四
年
第
六
期
）
等
。

（
7
）　

外
村
中
「
古
代
東
ア
ジ
ア
の
「
池
と
島
の
園
林
」
と
「
池
と
築

山
の
園
林
」」（『
佛
教
藝
術
』
二
八
六
、
二
〇
〇
六
年
）。
な
お
、
北

斉
園
林
の
影
響
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
4
）
北
田
論
文
参
照
。

（
8
）　

北
田
裕
行
「
三
国
か
ら
初
唐
の
苑
池
の
系
譜
に
関
す
る
基
礎
的

考
察
」（『
古
代
文
化
』
六
〇
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
9
）　

北
田
裕
行
「
隋
唐
長
安
城
太
極
宮
後
園
と
そ
の
系
譜　
　

北
斉

と
隋
の
四
海　
　

」（『
古
代
学
』
一
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
10
）　

ま
ず
、
拙
稿
「
隋
唐
洛
陽
城
に
お
け
る
河
川
、
運
河
と
水
環
境
」

（『
中
国
水
利
史
研
究
』
三
七
、
二
〇
〇
八
年
）
で
西
苑
内
の
主
た
る

施
設
と
し
て
凝
碧
池
（
隋
は
積
翠
池
）
と
龍
鱗
渠
お
よ
び
十
六
院
（
離

宮
）
に
つ
い
て
触
れ
、「
隋
唐
洛
陽
城
時
期
西
苑
的
四
至
和
水
系
」（
洛

陽
博
物
館
編
『
洛
陽
博
物
館
建
館
五
〇
周
年
論
文
集
』
大
象
出
版
社
、

二
〇
〇
八
年
、
邦
訳
は
「
隋
唐
洛
陽
城
西
苑
の
四
至
と
水
系
」（『
中

国
文
史
論
叢
』
六
、
二
〇
一
〇
年
）
で
、
そ
の
他
の
施
設
を
含
む
西

苑
の
内
部
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、「
隋
唐
洛
陽
城
の
洛
水

と
都
市
水
利　
　
「
洛
水
貫
都
」
構
想
を
中
心
に　
　

」（『
中
国
水
利

史
研
究
』
四
八
、
二
〇
二
〇
年
）
お
よ
び
「
隋
唐
洛
陽
城
に
お
け
る

煬
帝
の
運
河
建
設　
　

通
済
渠
と
通
遠
渠
を
め
ぐ
っ
て　
　

」（『
古

代
文
化
』
七
二
―
四
、
二
〇
二
一
年
）
で
は
、
洛
陽
城
内
に
お
け
る

洛
水
の
分
流
と
合
流
を
組
み
合
わ
せ
た
一
大
水
系
の
仕
組
み
と
、
分

流
と
し
て
の
運
河
に
つ
い
て
考
察
を
し
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
十
分
に

機
能
す
る
た
め
に
は
上
流
の
西
苑
で
の
水
量
調
節
が
重
要
で
あ
る
と

の
見
解
に
至
っ
た
。

（
11
）　

前
掲
註
（
2
）
妹
尾
論
文
お
よ
び
妹
尾
達
彦
「
江
南
文
化
の
系

譜　
　

建
康
と
洛
陽
（
一
）（
二
）　　

」（『
六
朝
学
術
学
会
報
』
一

四
、
二
〇
一
三
年
お
よ
び
一
五
、
二
〇
一
四
年
）。

（
12
）　

前
掲
註
（
2
）
妹
尾
論
文
。
こ
れ
を
う
け
て
林
美
希
「
唐
・
長

安
城
の
禁
苑
と
北
衙
」（『
唐
代
史
研
究
』
二
〇
、
二
〇
一
七
年
、
同

氏
『
唐
代
前
期
北
衙
禁
軍
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
年
に
収
載
）
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八
二

で
は
五
分
類
の
事
例
を
挙
げ
、
軍
事
面
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。

（
13
）　

前
掲
註
（
5
）
李
久
昌
著
書
、
三
〇
二
〜
三
〇
三
頁
。

（
14
）　

王
建
国
「
略
論
隋
唐
長
安
禁
苑
的
作
用
」（『
三
門
峡
職
業
技
術

学
院
学
報
』
二
〇
〇
九
年
第
一
期
）。

（
15
）　

昆
明
池
の
最
新
の
研
究
と
し
て
黄
学
超
著
、
吉
田
愛
訳
「『
水
経

注
』
に
基
づ
く
漢
唐
間
の
昆
明
池
水
利
シ
ス
テ
ム
の
復
原
」（『
学
習

院
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』
五
、
二
〇
一
九
年
）
が
あ
る
が
、

他
の
研
究
者
に
よ
る
成
果
も
多
数
あ
る
。

（
16
）　Schafer, Edw

ard H
etsel, “H

unting Parks and A
nim

al Enclo-

sures in A
ncient C

hina,” Journal of the Econom
ic and Social 

H
istory of the O

rient, vol. 11, no. 3, 1968.

（
17
）　

大
室
幹
雄
『
劇
場
都
市　
　

古
代
中
国
の
世
界
像　
　

』
三
省

堂
、
一
九
八
一
年
、
三
一
二
〜
三
五
〇
頁
。

（
18
）　

加
藤
繁
「
漢
代
に
於
け
る
国
家
財
政
と
帝
室
財
政
と
の
区
別
並

に
帝
室
財
政
一
斑
」（『
東
洋
学
報
』
八
―
二
、
一
九
一
八
年
お
よ
び
九

―
一
・
二
、
一
九
一
九
年
、
同
氏
『
支
那
経
済
史
考
証
』
上
巻
、
東

洋
文
庫
、
一
九
五
二
年
に
収
載
）。

（
19
）　

黎
虎
「
北
魏
前
期
的
狩
猟
経
済
」（『
歴
史
研
究
』
一
九
九
二
年

第
一
期
）
お
よ
び
佐
川
英
治
「
遊
牧
と
農
耕
の
間　
　

北
魏
平
城
の

鹿
苑
の
機
能
と
そ
の
変
遷　
　

」（『
岡
山
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
七
、

二
〇
〇
七
年
、
同
氏
『
中
国
古
代
都
城
の
設
計
と
思
想　
　

円
丘
祭

祀
の
歴
史
的
展
開　
　

』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
に
収
載
）。

（
20
）　

前
掲
註
（
4
）
北
田
論
文
。

（
21
）　

前
掲
註
（
17
）
大
室
著
書
。

（
22
）　

馬
彪
「
秦
上
林
苑
に
お
け
る
構
造
と
そ
の
性
格
に
つ
い
て
の
研

究　
　

秦
簡
禁
苑
律
に
よ
る
新
視
点
か
ら
の
探
索　
　

」（『
山
口
大

学
文
学
会
志
』
六
五
、
二
〇
一
五
年
）。

（
23
）　

厳
輝
「
隋
唐
東
都
西
苑
遺
址
全
釈
」（『
洛
陽
考
古
』
二
〇
一
六

年
第
二
期
）。

（
24
）　

渡
辺
信
一
郎
「
宮
闕
と
園
林
」（
同
氏
『
中
国
古
代
の
王
権
と
天

下
秩
序　
　

日
中
比
較
史
の
視
点
か
ら
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）

お
よ
び
辻
正
博
「
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
聴
訟
と
録
囚
」（『
法
制
史
研

究
』
五
五
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
25
）　

金
子
修
一
『
古
代
中
国
と
皇
帝
祭
祀
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一

年
お
よ
び
同
氏
『
中
国
古
代
皇
帝
祭
祀
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
二
〇

〇
六
年
。

（
26
）　
『
元
河
南
志
』
巻
三
・
隋
城
闕
古
蹟
・
上
林
苑
の
原
注
「
初
曰
會

通
苑
、
又
改
上
林
、
而
曰
西
苑
」
お
よ
び
巻
四
・
唐
城
闕
古
蹟
・
東

都
苑
の
原
注
「
武
德
初
改
芳
華
苑
、
武
后
曰
神
都
苑
」。

（
27
）　
『
隋
書
』
巻
二
四
・
食
貨
志
「
苑
囿
連
接
、
北
至
新
安
、
南
及
飛

山
、
西
至
澠
池
、
周
圍
數
百
里
」、
南
宋
本
の
『
唐
六
典
』
巻
七
・
尚

書
工
部
・
工
部
尚
書
・
員
外
郎
条
「（
東
都
）
禁
苑
在
皇
都
之
西
、
北
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八
三

拒
北
邙
、
西
至
孝
水
、
南
帶
洛
水
支
渠
、
穀
・
洛
二
水
會
于
其
間
〔
原

注
：
東
面
十
七
里
、
南
面
三
十
九
里
、
西
面
五
十
里
、
北
面
二
十
里
、

周
迴
一
百
二
十
六
里
〕」、『
元
河
南
志
』
巻
四
・
唐
城
闕
古
蹟
・
東
都

苑
の
原
注
「
東
抵
宮
城
、
西
臨
九
曲
、
北
背
邙
阜
、
南
拒
非
山
」
お

よ
び
「
周
一
百
二
十
六
里
、
東
面
十
七
里
、
南
面
三
十
九
里
、
西
面

五
十
里
、
北
面
二
十
四
里
」。
な
お
、『
唐
六
典
』
に
つ
い
て
は
、
本

稿
は
陳
仲
夫
点
校
本
（
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）
に
依
拠
す
る
。

（
28
）　
『
元
河
南
志
』
巻
四
・
唐
城
闕
古
蹟
・
東
都
苑
の
原
注
「
太
宗
嫌

其
廣
、
毀
之
以
賜
居
人
」。

（
29
）　

前
掲
註
（
10
）
拙
稿
（『
中
国
文
史
論
叢
』）。

（
30
）　

前
掲
註
（
23
）
厳
輝
論
文
は
、
根
拠
と
し
て
『
資
治
通
鑑
』
巻

一
八
〇
・
隋
煬
帝
大
業
元
年
五
月
条
「
築
西
苑
、
周
二
百
里
」
と
『
大

業
雑
記
』（
原
文
は
引
用
せ
ず
）
を
挙
げ
る
。

（
31
）　
『
大
業
雑
記
』
大
業
元
年
五
月
条
「
苑
內
造
山
爲
海
、
周
十
餘

里
、
水
深
數
丈
。
其
中
有
方
丈
・
蓬
萊
・
瀛
洲
諸
山
、
相
去
各
三
百

步
、
山
高
出
水
百
餘
尺
」。『
元
河
南
志
』
巻
三
・
隋
城
闕
古
蹟
・
上

林
苑
に
も
同
文
が
あ
る
。

（
32
）　

前
掲
註
（
7
）
外
村
論
文
。

（
33
）　
『
大
業
雑
記
』
大
業
元
年
五
月
条
「（
西
苑
）
其
內
造
十
六
院
、

屈
曲
周
遶
龍
鱗
渠
。（
中
略
）
海
北
有
龍
鱗
渠
、
屈
曲
周
遶
十
六
院
入

海
」。
な
お
、
宜
陽
県
尋
村
鎮
夏
街
村
か
ら
東
北
方
向
の
隋
唐
期
の
渠

道
跡
が
見
つ
か
り
、
考
古
隊
は
龍
鱗
渠
と
の
関
連
性
を
指
摘
す
る
（
洛

陽
市
文
物
考
古
研
究
院
「
隋
唐
洛
陽
城
西
苑
水
利
設
施
勘
探
発
掘
簡

報
」（『
洛
陽
考
古
』
二
〇
一
六
第
二
期
）
お
よ
び
「
隋
唐
洛
陽
城
西

苑
水
系
遺
跡
二
〇
一
六
年
度
考
古
調
査
与
発
掘
簡
報
」（『
華
夏
考
古
』

二
〇
一
八
年
第
四
期
））。
し
か
し
、
こ
の
渠
道
跡
は
ほ
ぼ
直
線
で
あ

り
、
宮
殿
の
周
囲
を
屈
曲
す
る
龍
鱗
渠
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
34
）　

庭
植
名
花
、
秋
冬
既
翦
彩
爲
之
、
色
渝
則
改
著
新
者
。
其
池
沼

之
內
、
冬
月
亦
翦
彩
爲
芰
荷
。
每
院
開
東
・
西
・
南
三
門
、
門
並
臨

龍
鱗
渠
。
渠
面
闊
二
十
步
、
上
跨
飛
橋
。
過
橋
百
步
、
卽
種
楊
柳
修

竹
、
四
面
鬱
茂
、
名
花
美
草
、
隱
映
軒
陛
。（
中
略
）
其
外
遊
觀
之

處
、
復
有
數
十
、
或
泛
輕
舟
畫
舸
、
習
採
菱
之
歌
、
或
昇
飛
橋
閣
道
、

奏
春
遊
之
曲
。

（
35
）　

前
掲
註
（
11
）
妹
尾
論
文
（
二
）。

（
36
）　

司
馬
相
如
「
上
林
賦
」
に
「（
苑
）
其
南
則
隆
冬
生
長
、
涌
水
躍

波
」
お
よ
び
『
鄴
中
記
』
に
「
華
林
園
有
春
李
、
冬
華
春
熟
」
と
あ

る
。

（
37
）　

明
正
徳
本
の
『
唐
六
典
』
巻
一
九
・
司
農
寺
・
上
林
署
令
の
原

注
「
北
齊
及
隋
並
屬
司
農
、
皇
朝
因
之
」
お
よ
び
丞
の
原
注
「
隋
置

二
人
、
皇
朝
置
四
人
」。
そ
の
職
掌
に
つ
い
て
は
同
条
に
「
上
林
署
令

掌
苑
囿
・
園
池
之
事
。
丞
爲
之
貳
。
凡
植
果
樹
蔬
菜
、
以
供
朝
會
・

祭
祀
」
と
あ
る
。
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八
四

（
38
）　

前
掲
註
（
10
）
拙
稿
（『
中
国
水
利
史
研
究
』
二
〇
〇
八
年
）。

（
39
）　

□
置
四
品
夫
人
十
六
人
、
各
主
一
院
。（
中
略
）
每
院
各
置
一

屯
、
屯
卽
用
院
名
名
之
。
屯
別
置
正
一
人
・
副
二
人
、
並
用
宮
人
爲

之
。
其
屯
內
備
養
芻
豢
、
穿
池
養
魚
、
爲
園
種
疏
、
植
瓜
果
、
四
時

餚
膳
、
水
陸
之
產
、
靡
所
不
有
。

（
40
）　

司
馬
相
如
「
上
林
賦
」
に
は
、
苑
内
に
つ
い
て
の
長
い
描
写
の

後
に
「
若
此
者
、
數
百
千
處
、
娛
遊
往
來
、
宮
宿
館
舍
、
庖
厨
不
徙
、

後
宮
不
移
、
百
官
備
具
」
と
あ
る
。

（
41
）　
『
元
河
南
志
』
巻
四
・
唐
城
闕
古
蹟
・
龍
鱗
宮
の
原
注
「
大
帝
所

造
」。
大
帝
は
唐
高
宗
で
あ
る
。

（
42
）　
『
唐
六
典
』
巻
一
九
・
司
農
寺
・
京
都
苑
四
面
監
で
は
、
広
雅
本

が
『
新
唐
書
』
百
官
志
を
引
い
て
「
顯
慶
二
年
、（
中
略
）（
改
）
洛

陽
宮
農
圃
監
曰
東
都
苑
東
面
監
」
と
増
補
し
て
い
る
。

（
43
）　
『
旧
唐
書
』
巻
八
・
玄
宗
紀
・
開
元
二
十
二
年
五
月
条
「
是
夏
、

上
自
於
苑
中
種
麥
、
率
皇
太
子
已
下
躬
自
收
穫
、
謂
太
子
等
曰
、
此

將
薦
宗
廟
、
是
以
躬
親
、
亦
欲
令
汝
等
知
稼
穡
之
難
也
。
因
分
賜
侍

臣
、
謂
曰
、
比
歲
令
人
巡
檢
苗
稼
、
所
對
多
不
實
、
故
自
種
植
以
觀

其
成
。
且
春
秋
書
麥
禾
、
豈
非
古
人
所
重
也
」。

（
44
）　
『
大
業
雑
記
』
大
業
六
年
条
「
吳
郡
貢
白
魚
種
子
入
洛
京
、
敕
付

西
苑
內
海
中
。
以
草
把
別
遷
、
著
水
十
數
日
、
卽
生
小
魚
。
取
魚
子

法
、
候
夏
至
前
三
五
日
、
日
暮
時
、
白
魚
長
四
五
尺
者
、
群
集
湖
畔

淺
水
中
、
有
菰
蔣
處
、
產
子
着
菰
蔣
上
。
三
更
、
產
竟
散
去
。
漁
人

刈
取
草
之
有
魚
子
着
上
者
、
曝
乾
爲
把
。
故
洛
苑
有
白
魚
」。

（
45
）　

明
正
徳
本
の
『
唐
六
典
』
巻
一
九
・
司
農
寺
・
鉤
盾
署
令
の
原

注
「
隋
司
農
統
鉤
盾
署
令
三
人
、
掌
薪
芻
及
炭
・
鵝
・
鴨
・
蒲
藺
・

陂
池
・
藪
澤
之
物
」
お
よ
び
本
文
の
「
鉤
盾
署
令
掌
供
邦
國
薪
芻
之

事
、
丞
爲
之
貳
。
凡
祭
祀
・
朝
會
・
賓
客
享
宴
、
隨
其
差
降
而
供
給

焉
」。

（
46
）　
『
隋
書
』
巻
二
四
・
食
貨
志
「
又
於
皁
澗
營
顯
仁
宮
、
苑
囿
連

接
、
北
至
新
安
、
南
及
飛
山
、
西
至
澠
池
、
周
圍
數
百
里
。
課
天
下

諸
州
、
各
貢
草
木
花
果
、
奇
禽
異
獸
於
其
中
」（
傍
線
筆
者
）。
前
掲

註
（
23
）
厳
輝
論
文
は
顕
仁
宮
と
西
苑
を
同
一
視
す
る
が
、『
大
業
雑

記
』
に
「
甘
泉
宮
（
中
略
）
周
十
餘
里
」
と
あ
る
か
ら
、
甘
泉
宮
と

同
一
の
顕
仁
宮
（
前
掲
註
（
10
）
拙
稿
（『
中
国
水
利
史
研
究
』
二
〇

〇
八
年
）
は
西
苑
と
は
異
な
る
。

（
47
）　
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
一
・
隋
煬
帝
大
業
五
年
五
月
乙
亥
条
「
上

大
獵
於
拔
延
山
」。

（
48
）　
『
三
輔
黄
図
』
巻
四
・
苑
囿
は
『
漢
旧
儀
』
を
引
い
て
「
上
林

苑
、
方
三
百
里
、
苑
中
養
百
獸
、
天
子
秋
冬
射
獵
取
之
」
と
あ
り
、

武
帝
と
同
時
代
の
司
馬
相
如
は
「
上
林
賦
」
に
そ
の
状
況
を
詳
細
に

記
し
て
い
る
。
同
賦
の
「
孫
叔
奉
轡
、
衞
公
參
乘
」
に
付
さ
れ
た
鄭

玄
注
は
「
孫
叔
」
を
公
孫
賀
、「
衛
公
」
を
衛
青
と
解
し
、
前
掲
註
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八
五

（
17
）
大
室
著
書
（
三
一
七
〜
三
一
九
頁
）
を
は
じ
め
諸
研
究
で
も

「
上
林
賦
」
の
「
天
子
」
を
武
帝
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
筆
者

も
こ
れ
に
従
う
。

（
49
）　
『
唐
六
典
』
巻
一
九
・
司
農
寺
・
京
都
苑
四
面
監
で
は
、
広
雅
本

が
『
新
唐
書
』
百
官
志
を
引
い
て
「
顯
慶
二
年
、（
中
略
）（
改
）
食

貨
監
曰
東
都
苑
西
面
監
」
と
増
補
し
て
い
る
。

（
50
）　

前
掲
註
（
37
）
お
よ
び
前
掲
註
（
45
）。

（
51
）　

溝
井
裕
一
『
動
物
園
の
文
化
史
：
ひ
と
と
動
物
の
五
〇
〇
〇
年
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
、
三
八
〜
三
九
頁
。

（
52
）　

前
掲
註
（
17
）
大
室
著
書
、
三
一
二
〜
三
一
九
頁
。

（
53
）　
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
〇
・
隋
煬
帝
大
業
元
年
五
月
条
「
上
好
以

月
夜
從
宮
女
數
千
騎
、
遊
西
苑
。
作
淸
夜
遊
曲
、
於
馬
上
奏
之
」。

（
54
）　

前
掲
註
（
53
）『
資
治
通
鑑
』
の
原
文
の
胡
三
省
注
「
用
曹
植
淸

夜
遊
西
園
之
詩
、
以
名
曲
」。

（
55
）　
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
〇
・
隋
煬
帝
大
業
二
年
条
「
初
、
齊
溫
公

之
世
、
有
魚
龍
・
山
車
等
戲
、
謂
之
散
樂
。（
中
略
）
太
常
少
卿
裴
蘊

希
旨
、
奏
括
天
下
周
・
齊
・
梁
・
陳
樂
家
子
弟
皆
爲
樂
戸
、
其
六
品

以
下
至
庶
人
、
有
善
音
樂
者
、
皆
直
太
常
。
帝
從
之
。
於
是
四
方
散

樂
、
大
集
東
京
、
閱
之
於
芳
華
苑
積
翠
池
側
。（
後
略
）」。

（
56
）　
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
三
・
隋
煬
帝
大
業
十
二
年
三
月
上
巳
条

「
帝
與
羣
臣
飲
於
西
苑
水
上
、
命
學
士
杜
寶
撰
水
飾
圖
經
、
采
古
水
事

七
十
二
、
使
朝
散
大
夫
黄
袞
以
木
爲
之
、
閒
以
妓
航
・
酒
船
、
人
物

自
動
如
生
、
鍾
磬
箏
瑟
、
能
成
音
曲
」。
水
飾
に
つ
い
て
は
『
大
業
雑

記
』
大
業
十
二
年
条
に
列
記
さ
れ
、
続
い
て
「
若
此
等
總
七
十
二
勢
、

皆
刻
木
爲
之
、
或
乘
舟
、
或
乘
山
、
或
乘
平
洲
、
或
乘
盤
石
、
或
乘

宮
殿
。
木
人
長
二
尺
許
、
衣
以
綺
羅
、
装
以
金
碧
、
及
作
雜
禽
獸
魚

鳥
、
皆
能
運
動
如
生
、
隨
曲
水
而
行
。（
中
略
）
木
人
奏
音
聲
、
擊
磬

撞
鐘
、
彈
筝
鼓
瑟
、
皆
得
成
曲
、
及
爲
百
戯
、
跳
劒
舞
輪
、
昇
竿
擲

繩
、
皆
如
生
無
異
。
其
妓
航
水
飾
亦
雕
裝
奇
妙
、
周
旋
曲
池
、
同
以

水
機
使
之
、
奇
幻
之
異
、
出
於
意
表
。（
中
略
）
木
人
、
長
二
尺
許
、

乘
此
船
以
行
酒
。
每
一
船
一
人
擎
酒
盃
立
於
船
頭
、
一
人
捧
酒
鉢
次

立
、
一
人
撑
船
在
後
、
二
人
盪
槳
在
中
央
。
遶
曲
水
池
迴
曲
之
處
、

各
坐
侍
宴
賓
客
、（
後
略
）」。

（
57
）　

橋
本
敬
造
「
漢
代
の
機
械
」（『
東
方
学
報
（
京
都
）』
四
六
、
一

九
七
四
年
）。『
鄴
中
記
』
に
は
指
南
車
・
司
里
車
・
舂
車
・
九
龍
吐

水
車
等
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。

（
58
）　

田
中
淡
「
隋
朝
建
築
家
の
設
計
と
考
証
」（
山
田
慶
児
編
『
中
国

の
科
学
と
科
学
者
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
七
八
年
、

同
氏
『
中
国
建
築
史
の
研
究
』
弘
文
堂
、
一
九
八
九
年
に
収
載
）、
山

崎
宏
「
隋
朝
官
僚
の
性
格
」（『
東
京
教
育
大
学
文
学
部
紀
要
：
史
学

研
究
』
六
、
一
九
五
六
年
）
お
よ
び
「
隋
朝
の
文
教
政
策
」（
同
氏

『
隋
唐
佛
教
史
の
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
六
七
年
）、
藤
善
真
澄
「
北
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八
六

斉
系
官
僚
の
一
動
向　
　

隋
文
帝
の
誕
生
説
話
を
て
が
か
り
に　
　

」

（『
鷹
陵
史
学
』
三
・
四
、
一
九
七
七
年 

、
同
氏
『
道
宣
伝
の
研
究
』

京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
に
収
載
）
等
。

（
59
）　

塩
沢
裕
仁
「
洛
陽
八
関
と
そ
の
内
包
空
間　
　

漢
魏
洛
陽
盆
地

の
空
間
的
理
解
に
触
れ
て　
　

」（『
法
政
考
古
学
』
三
〇
、
二
〇
〇

三
年
、
同
氏
『
後
漢
魏
晋
南
北
朝
都
城
境
域
研
究
』
雄
山
閣
、
二
〇

一
三
年
に
収
載
）。

（
60
）　

閻
文
儒
「
洛
陽
漢
魏
隋
唐
城
址
勘
査
記
」（『
考
古
学
報
』
一
九

五
五
年
第
九
冊
）、
岡
崎
敬
「
隋
・
大
興
＝
唐
・
長
安
城
と
隋
唐
・
東

都
洛
陽
城　
　

近
年
の
調
査
成
果
を
中
心
と
し
て　
　

」（『
佛
教
藝

術
』
五
一
、
一
九
六
三
年
）、
宿
白
「
隋
唐
長
安
城
和
洛
陽
城
」（『
考

古
』
一
九
七
八
年
第
六
期
）
お
よ
び
「
隋
唐
城
址
類
型
初
探
（
提
綱
）」

（
北
京
大
学
考
古
系
編
『
紀
念
北
京
大
学
考
古
専
業
三
十
周
年
論
文
集

一
九
五
二
―
一
九
八
二
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）、
董
鑑
泓
主

編
『
中
国
古
代
城
市
建
設
』
中
国
建
築
工
業
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、

Steinhardt, N
ancy Shatzm

an, C
hinese Im

perial C
ity Planning, 

H
onolulu: U

niversity of H
aw

aii Press, 1990

、
賀
業
矩
『
中
国
古

代
城
市
規
画
史
』
中
国
建
築
工
業
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
李
永
強

「
隋
唐
東
都
洛
陽
城
非
対
称
布
局
浅
析
」（『
河
洛
春
秋
』
一
九
九
六
年

第
一
期
）
等
多
数
あ
る
。
諸
説
を
整
理
し
た
も
の
に
妹
尾
達
彦
「
隋

唐
洛
陽
城
の
官
人
居
住
地
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
三
三
、

一
九
九
七
年
）、
程
義
「
隋
唐
洛
陽
城
不
是
半
成
品　
　

兼
論
東
西
二

京
佈
局
差
異
」（『
唐
研
究
』
一
二
、
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六

年
）
等
が
あ
る
。

（
61
）　
『
旧
唐
書
』
巻
三
八
・
地
理
志
・
河
南
道
・
東
都
「
宮
城
有
隔
城

四
重
」。

（
62
）　

前
掲
註
（
53
）
の
「
月
夜
從
宮
女
數
千
騎
、
遊
西
苑
」
に
み
る

「
騎
」
は
苑
内
で
の
軍
馬
か
不
明
。

（
63
）　
「（
李
）
世
民
移
軍
靑
城
宮
、
壁
壘
未
立
。
王
世
充
帥
衆
二
萬
、

自
方
諸
門
出
、
憑
故
馬
坊
垣
塹
、
臨
穀
水
以
拒
唐
兵
、
諸
將
皆
懼
。

世
民
以
精
騎
陳
於
北
邙
、
登
魏
宣
武
陵
以
望
之
。
謂
左
右
曰
、
賊
勢

窘
矣
、
悉
衆
而
出
、
徼
幸
一
戰
、
今
日
破
之
、
後
不
敢
復
出
矣
。
命

屈
突
通
帥
步
卒
五
千
渡
（
穀
）
水
擊
之
。
戒
（
屈
突
）
通
曰
、
兵
交

則
縱
煙
。
煙
作
、
世
民
引
騎
南
下
」。
な
お
、『
旧
唐
書
』
巻
二
・
太

宗
紀
・
武
徳
四
年
二
月
条
に
も
同
様
の
記
事
が
あ
る
。

（
64
）　
『
大
業
雑
記
』
大
業
元
年
条
「
出
寶
城
門
西
行
七
里
、
至
靑
城

宮
、
宮
卽
西
苑
之
內
也
」。
な
お
、『
元
河
南
志
』
巻
三
・
隋
城
闕
古

蹟
・
青
城
宮
の
原
注
に
「
煬
帝
因
其
城
造
宮
、
至
寶
城
門
七
里
」
と

あ
る
。

（
65
）　
『
元
河
南
志
』
巻
三
・
隋
城
闕
古
蹟
・
青
城
宮
の
原
注
「
韋
述
云

古
穀
城
也
」。

（
66
）　
（
穀
）
城
西
臨
穀
水
。
故
縣
取
名
焉
。
穀
水
又
東
、
徑
穀
城
南
、
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八
七

不
歷
其
北
、
又
東
、（
後
略
）。

（
67
）　
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
四
・
隋
恭
帝
義
寧
元
年
九
月
条
「（
李
）

淵
命
劉
弘
基
・
殷
開
山
分
兵
西
略
扶
風
、
有
衆
六
萬
、
南
渡
渭
水
、

屯
長
安
故
城
。
城
中
出
戰
、
弘
基
逆
擊
、
破
之
。
世
民
引
兵
趣
司
竹
、

李
仲
文
・
何
潘
仁
・
向
善
志
皆
帥
衆
從
之
、
頓
于
阿
城
、
勝
兵
十
三

萬
、
軍
令
嚴
整
、
秋
毫
不
犯
。（
中
略
）（
李
）
世
民
帥
新
附
諸
軍
北

屯
長
安
故
城
」（
傍
線
筆
者
）。

（
68
）　
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
四
・
隋
恭
帝
義
寧
元
年
十
一
月
条
「
壬

戌
、
李
淵
備
法
駕
、
迎
代
王
、
卽
皇
帝
位
於
天
興
殿
。（
中
略
）
甲

子
、
淵
自
長
樂
宮
入
長
安
」（
傍
線
筆
者
）。
な
お
、
隋
文
帝
が
都
城

と
し
て
建
設
し
た
大
興
城
の
主
殿
は
大
興
殿
で
あ
り
、
唐
高
祖
（
李

淵
）
は
こ
の
大
興
城
を
唐
の
長
安
城
と
し
た
こ
と
か
ら
、
即
位
し
た

「
天
興
殿
」
は
「
大
興
殿
」
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。

（
69
）　
『
隋
書
』
巻
七
〇
・
李
密
伝
「（
李
）
密
復
下
廻
洛
倉
而
據
之
。

（
中
略
）
密
於
是
修
金
墉
故
城
居
之
、
衆
三
十
餘
萬
。
復
來
攻
上
春

門
、
留
守
韋
津
出
拒
戰
、
密
擊
敗
之
、
執
津
於
陣
」。

（
70
）　

前
掲
註
（
2
）
妹
尾
論
文
。

（
71
）　

前
掲
註
（
10
）
拙
稿
（『
中
国
水
利
史
研
究
』
二
〇
〇
八
年
）。

（
72
）　

蒙
曼
『
唐
代
前
期
北
衙
禁
軍
制
度
研
究
』
中
央
民
族
大
学
出
版

社
、
二
〇
〇
五
年
、
七
三
頁
。
典
拠
は
『
全
唐
文
』
巻
二
四
〇
・
宋

之
問
の
「
秋
蓮
賦
」
で
「
天
授
元
年
、
敕
學
士
楊
炯
與
（
宋
）
之
問
、

分
直
於
洛
城
西
入
閣
、
每
雞
鳴
後
至
羽
林
杖
、
閽
人
奏
名
請
龜
契
佇
、

命
拱
立
于
御
橋
之
西
」。

（
73
）　
『
隋
書
』
巻
三
・
煬
帝
紀
・
仁
寿
四
年
条
「
七
月
、
高
祖
崩
、
上

卽
皇
帝
位
於
仁
壽
宮
。
八
月
、
奉
梓
宮
還
京
師
。
幷
州
總
管
漢
王
諒

擧
兵
反
、
詔
尙
書
左
僕
射
楊
素
討
平
之
。
九
月
乙
巳
、
以
備
身
將
軍

崔
彭
爲
左
領
軍
大
將
軍
。
十
一
月
乙
未
、
幸
洛
陽
。
丙
申
、
發
丁
男

數
十
萬
掘
塹
、
自
龍
門
東
接
長
平
・
汲
郡
、
抵
臨
淸
關
、
度
（
黃
）

河
、
至
浚
儀
・
襄
城
、
逹
於
上
洛
、
以
置
關
防
」。

（
74
）　
『
隋
書
』
巻
三
・
煬
帝
紀
・
仁
寿
四
年
十
一
月
癸
丑
条
「
今
者
漢

王
諒
悖
逆
、
毒
被
山
東
、
遂
使
州
縣
或
淪
非
所
。
此
由
關
河
懸
遠
、

兵
不
赴
急
、
加
以
幷
州
移
戶
、
復
在
河
南
。
周
遷
殷
人
、
意
在
於
此
。

況
復
南
服
遐
遠
、
東
夏
殷
大
。
因
機
順
動
、
今
也
其
時
。
羣
司
百
辟
、

僉
諧
厥
議
。
但
成
周
墟
塉
、
弗
堪
葺
宇
。
今
可
於
伊
洛
、
營
建
東
京
、

便
卽
設
官
分
職
、
以
爲
民
極
也
」。

（
75
）　
『
水
経
注
』
巻
一
五
・
洛
水
篇
お
よ
び
巻
一
六
・
穀
水
篇
。

（
76
）　

王
炬
「
穀
水
与
洛
陽
諸
城
址
的
関
係
初
探
」（『
考
古
』
二
〇
一

一
年
第
一
〇
期
）
お
よ
び
洛
陽
市
文
物
考
古
研
究
院
「
洛
陽
漢
唐
漕

運
水
系
考
古
調
査
」（『
洛
陽
考
古
』
二
〇
一
六
年
第
四
期
、
拙
訳
『
中

国
水
利
史
研
究
』
四
六
、
二
〇
一
八
年
）。

（
77
）　
『
水
経
注
』
巻
一
六
・
穀
水
篇
「
河
南
王
城
西
北
、
穀
水
（
中

略
）
北
出
爲
湖
溝
、
魏
太
和
四
年
、
暴
水
流
高
三
丈
、
此
地
下
停
流
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八
八

以
成
湖
渚
、
造
溝
以
通
水
、
東
西
十
里
、
決
湖
以
注
瀍
水
」。

（
78
）　

前
掲
註
（
2
）
妹
尾
論
文
。

（
79
）　

前
掲
註
（
7
）
外
村
論
文
。

（
80
）　

楊
雄
「
羽
猟
賦
並
序
」
に
「
武
帝
廣
開
上
林
、
東
南
至
宜
春
・

鼎
湖
・
御
宿
・
昆
吾
、
旁
南
山
西
、
至
長
楊
五
柞
、
北
繞
黃
山
、
濱

渭
而
東
、
周
袤
數
百
里
」、
司
馬
相
如
「
上
林
賦
」
に
「
離
宮
別
館
、

彌
山
跨
谷
」
と
あ
る
。

（
81
）　

司
馬
相
如
「
上
林
賦
」
に
「
荊
吳
鄭
衞
之
聲
、
韶
濩
武
象
之
樂
、

陰
淫
案
衍
之
音
、
鄢
郢
繽
紛
、
激
楚
結
風
。
俳
優
侏
儒
、
狄
鞮
之
倡
、

所
以
娛
耳
目
樂
心
意
者
、
麗
靡
爛
漫
於
前
、
靡
曼
美
色
」
と
あ
る
。 

（
82
）　

楊
雄
「
羽
猟
賦
並
序
」
に
「
漸
臺
泰
液
、
象
海
水
周
流
方
丈
・

瀛
洲
・
蓬
萊
」
と
あ
る
。

（
83
）　
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
一
・
隋
煬
帝
大
業
五
年
六
月
辛
丑
条
「
帝

謂
給
事
郞
蔡
徵
曰
、
自
古
天
子
有
巡
狩
之
禮
、
而
江
東
諸
帝
多
傅
脂

粉
、
坐
深
宮
、
不
與
百
姓
相
見
、
此
何
理
也
」。

（
84
）　

朱
岩
石
「
鄴
城
に
お
け
る
皇
家
園
林
の
機
能
と
意
義
」（『
國
學

院
大
學
大
學
院
紀
要
：
文
学
研
究
科
』
二
九
、
一
九
九
八
年
）。

（
85
）　

前
掲
註
（
4
）
北
田
論
文
。

（
86
）　

拙
稿
「
隋
唐
洛
陽
城
の
含
嘉
倉
の
設
置
と
役
割
に
関
す
る
一
考

察
」（『
東
洋
学
報
』
九
八
―
一
、
二
〇
一
六
年
）。

（
87
）　
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
九
五
・
唐
太
宗
貞
観
十
一
年
八
月
甲
子
条

「
上
謂
侍
臣
曰
、
上
封
事
者
、
皆
言
朕
遊
獵
太
頻
。
今
天
下
無
事
、
武

備
不
可
忘
、
朕
時
與
左
右
獵
於
後
苑
、
無
一
事
煩
民
、
夫
亦
何
傷
」。

（
88
）　
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
九
五
・
唐
太
宗
貞
観
十
一
年
十
月
条
「
上
獵

於
洛
陽
苑
、
有
羣
豕
突
出
林
中
、
上
引
弓
四
發
、
殪
四
豕
」。

（
89
）　
『
新
唐
書
』
巻
二
・
太
宗
紀
・
貞
觀
十
五
年
十
月
条
「
辛
卯
、
獵

于
伊
闕
。
壬
辰
、
如
洛
陽
宮
」。

（
90
）　
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
〇
・
唐
高
宗
顕
慶
二
年
条
「
五
月
丙
申
、

上
幸
明
德
宮
避
暑
、（
中
略
）
七
月
丁
亥
朔
、
上
還
洛
陽
宮
」。

（
91
）　
『
新
唐
書
』
巻
三
・
高
宗
紀
・
龍
朔
元
年
十
月
条
「
丁
卯
、
獵
于

陸
渾
。
戊
辰
、
獵
于
非
山
。
癸
酉
、
如
東
都
」。
な
お
、『
旧
唐
書
』

巻
四
・
高
宗
紀
・
龍
朔
元
年
十
月
条
に
は
「
丁
卯
、
狩
于
陸
渾
。
癸

酉
、
還
宮
」
と
あ
り
、
非
山
で
の
狩
り
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
92
）　
『
水
経
注
』
巻
一
六
・
甘
水
篇
「
甘
水
又
與
非
山
水
會
、
水
出
非

山
東
谷
、
東
流
入
于
甘
水
」
に
み
る
「
非
山
」
は
陸
渾
に
近
く
、
洛

陽
城
の
東
南
に
あ
る
。
な
お
、
徐
松
の
『
唐
両
京
城
坊
考
』
巻
五
・

東
京
・
神
都
苑
に
「
苑
之
西
北
隅
、
爲
高
山
宮
〔
原
注
：（
前
略
）
按

貞
觀
十
一
年
、
以
穀
雒
溢
、
廢
飛
山
宮
之
元
圃
院
、
賜
遭
水
家
、
疑

高
山
宮
卽
飛
山
宮
也
〕」
と
あ
り
、
徐
松
は
飛
山
宮
と
西
北
の
高
山
宮

を
同
一
視
す
る
が
、
位
置
か
ら
み
て
明
ら
か
に
間
違
い
で
あ
る
。

（
93
）　
『
旧
唐
書
』
巻
四
・
高
宗
紀
・
顕
慶
二
年
十
二
月
丁
卯
条
「
手
詔

改
洛
陽
宮
爲
東
都
」。
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八
九

（
94
）　

各
宮
殿
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
10
）
拙
稿
（『
中
国
文
史
論
叢
』）

と
表
参
照
。
な
お
、
合
璧
宮
は
考
古
調
査
が
行
わ
れ
、
場
所
が
比
定

さ
れ
て
い
る
（
厳
輝
「
洛
陽
西
郊
龍
池
溝
唐
代
西
苑
宮
殿
遺
址
調
査
」

（『
文
物
』
二
〇
〇
〇
年
第
一
〇
期
））。

（
95
）　
『
旧
唐
書
』
巻
六
・
則
天
皇
后
紀
・
聖
暦
三
年
臘
月
甲
戌
条
「
造

三
陽
宮
于
嵩
山
」、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
七
・
唐
（
周
）
則
天
后
長

安
四
年
正
月
丁
未
条
「
毀
三
陽
宮
、
以
其
材
作
興
泰
宮
於
萬
安
山
」

お
よ
び
胡
三
省
注
「
萬
安
山
在
洛
州
壽
安
縣
西
南
四
十
里
」。

（
96
）　
『
新
唐
書
』
巻
四
・
中
宗
紀
・
神
龍
元
年
十
月
乙
丑
条
「
獵
于
新

安
」
お
よ
び
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
八
・
唐
中
宗
神
龍
元
年
十
月
乙

丑
条
「
獵
於
新
安
而
還
」。

（
97
）　
『
旧
唐
書
』
巻
八
・
玄
宗
紀
・
開
元
十
年
十
月
条
「
甲
寅
、
幸
壽

安
之
故
興
泰
宮
、
畋
獵
于
上
宜
川
。
庚
申
、
至
自
興
泰
宮
」
お
よ
び

開
元
十
四
年
十
二
月
条
「
丁
巳
、
幸
壽
安
之
方
秀
川
。
己
未
、
日
色

赤
如
赭
。
壬
戌
、
還
東
都
」、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
三
・
唐
玄
宗
開

元
十
四
年
十
二
月
条
「
丁
巳
、
上
幸
壽
安
、
獵
於
方
秀
川
、
壬
戌
、

還
宮
」。

（
98
）　

癸
未
、
大
霪
雨
。
穀
水
溢
入
洛
陽
宮
、
深
四
尺
、
壞
左
掖
門
、

毀
宮
寺
十
九
所
。
洛
水
溢
、
漂
六
百
家
。（
中
略
）
壬
寅
、
廢
明
德
宮

及
飛
山
宮
之
玄
圃
院
、
分
給
遭
水
之
家
、
仍
賜
帛
有
差
。

（
99
）　

前
掲
註
（
10
）
拙
稿
（『
中
国
水
利
史
研
究
』
二
〇
二
一
年
）。

（
100
）　
『
旧
唐
書
』
巻
五
・
高
宗
紀
・
永
隆
元
年
九
月
条
「
河
南
・
河
北

諸
州
大
水
、
遣
使
賑
卹
、
溺
死
者
官
給
棺
槥
、
其
家
賜
物
七
段
」
お

よ
び
『
新
唐
書
』
巻
三
・
高
宗
紀
・
永
隆
二
年
八
月
丁
卯
条
「
以
河

南
・
河
北
大
水
、
遣
使
賑
乏
絕
、
室
廬
壞
者
給
復
一
年
、
溺
死
者
贈

物
、
人
三
段
」。

（
101
）　
『
旧
唐
書
』
巻
八
・
玄
宗
紀
・
開
元
十
九
年
条
「
是
冬
、
浚
苑
內

洛
水
、
六
十
餘
日
而
罷
」。

（
102
）　

南
宋
本
『
唐
六
典
』「
開
元
二
十
四
年
、
上
以
爲
穀
・
洛
二
水
或

泛
溢
、
疲
費
人
功
、
遂
勅
河
南
尹
李
適
之
出
內
庫
和
雇
、
修
三
陂
以

禦
之
。
一
曰
積
翠
、
二
曰
月
陂
、
三
曰
上
陽
。
爾
後
、
二
水
無
力
役

之
患
」。

　

な
お
、『
元
河
南
志
』
巻
一
・
京
城
門
坊
街
隅
古
蹟
・
積
善
坊
に
も

同
様
の
記
事
が
あ
り
、
月
陂
の
原
注
に
「
其
西
有
上
陽
・
積
翠
・
月

陂
。
三
隄
記
、
唐
明
皇
開
元
末
作
三
隄
、
命
李
適
之
撰
記
、
永
王
璘

書
。（
中
略
）
上
陽
・
積
翠
、
疑
取
二
宮
之
名
、
以
名
隄
」、『
新
唐

書
』
巻
一
三
一
・
李
適
之
伝
に
「
開
元
中
、（
中
略
）
玄
宗
患
穀
・
洛

歲
暴
耗
徭
力
、
詔
（
李
）
適
之
以
禁
錢
作
三
大
防
、
曰
上
陽
・
積
翠
・

月
陂
、
自
是
水
不
能
患
」
と
あ
る
が
、『
旧
唐
書
』
に
は
記
載
が
な

い
。

（
103
）　

前
掲
註
（
10
）
拙
稿
（『
中
国
水
利
史
研
究
』
二
〇
二
一
年
）。

（
104
）　
『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
等
に
代
宗
二
回
、
徳
宗
三
回
、
懿
宗
三
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九
〇

回
の
水
害
が
み
え
る
。
前
掲
註
（
10
）
拙
稿
（『
中
国
水
利
史
研
究
』

二
〇
二
一
年
）
参
照
。

（
105
）　

水
害
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
10
）
拙
稿
（『
中
国
水
利
史
研
究
』

二
〇
二
一
年
）、
含
嘉
倉
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
86
）
拙
稿
参
照
。

（
106
）　
『
旧
唐
書
』
巻
八
・
玄
宗
紀
・
開
元
十
四
年
七
月
癸
丑
条
「
夜
、

瀍
水
暴
漲
入
漕
、
漂
沒
諸
州
租
船
數
百
艘
、
溺
者
甚
衆
」
お
よ
び
同

書
巻
三
七
・
五
行
志
・
開
元
十
八
年
六
月
条
「
乙
丑
、
東
都
瀍
水
暴

漲
、
漂
損
揚
・
楚
・
淄
・
德
等
州
租
船
。
壬
午
、
東
都
洛
水
泛
漲
、

壞
天
津
・
永
濟
二
橋
及
漕
渠
斗
門
、
漂
損
提
象
門
外
助
舖
及
仗
舍
、

又
損
居
人
廬
舍
千
餘
家
」。

（
107
）　

前
掲
註
（
2
）
妹
尾
論
文
。

（
法
政
大
学　

准
教
授
）
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九
一

表
　
隋
唐
周
洛
陽
城
西
苑
に
関
す
る
史
料
一
覧
表
（
隋
煬
帝
よ
り
唐
玄
宗
ま
で
）

時
皇
帝

在
　
位

年
月

場
所

目
的

内
容

史
料

隋
煬
帝

604‒617
大
業
元
年
三
月

顕
仁
宮

（
西
苑
か
）

造
営
皁
澗
に
顕
仁
宮
を
造
り
、
各
地

の
名
木
・
珍
獣
を
入
れ
る

隋
3
・

24、
北

12
資

180
大
業
元
年

顕
仁
宮

造
営
煬
帝
即
位
し
て
滞
在
す
る

隋
66、
北

28
大
業
元
年
三
月
辛
亥

通
済
渠

水
源
西
苑
か
ら
穀
水
・
洛
水
を
引
い

て
黄
河
と
つ
な
ぎ
、
板
渚
か
ら

黄
河
を
引
い
て
淮
水
と
つ
な
ぐ

隋
3

大
業
元
年
五
月

西
苑
海
（
積
翠
池
）

龍
鱗
渠
・
十
六
院

造
営
西
苑
を
築
く
。
周
回

200里
。

海
・
龍
鱗
渠
・
十
六
院
を
造

り
、
月
夜
に
宮
女
数
千
騎
と
西

苑
に
遊
ぶ
。「
清
夜
遊
曲
」
を

作
っ
て
、
馬
上
で
奏
で
る

資
180

大
業
元
年
～
二
年

［
資
］二
年

芳
華
苑

（
西
苑
か
）

積
翠
池

（
積
翠
亭
）

舞
踏
音
楽
接
待

散
楽
（
魚
龍
・
山
車
等
の
遊
戯
）

を
集
め
て
鑑
賞
す
る
。
長
さ

7
､

8
丈
の
鯨
が
黄
龍
と
な
る
。

縄
上
、
火
焔
、
変
身
等
の
雑
技

を
鑑
賞
す
る
。
突
厥
を
接
待

隋
15（
音
楽
）

資
180、

典
146

献
147、

覧
569

冊
133・

569

大
業
十
年

積
翠
池

（
積
翠
亭
）

宴
遊
接
待
蘇
威
・
宇
文
述
に
金
盃
で
酒
を

振
舞
う

北
76、
覧

449

大
業
十
二
年
三
月
上
巳

曲
水
池

宴
遊
接
待
中
国
の
水
物
語
の
情
景
模
型
を
造

り
、
機
械
仕
掛
け
の
船
と
人
形

が
客
席
を
巡
っ
て
酒
を
振
舞
う

大
、
資

183
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九
二

大
業
十
二
年
四
月
丁
巳

西
苑

避
難
宮
殿
内
の
大
業
殿
西
院
に
火
災

発
生
。
煬
帝
は
盗
賊
の
仕
業
だ

と
思
い
込
み
、
驚
い
て
西
苑
に

逃
げ
込
ん
で
草
陰
の
中
に
潜
み
、

鎮
火
し
て
か
ら
宮
殿
に
戻
る

資
183

恭
帝

617‒618
な
し

　
　

　
　
　
　

　
　

唐
高
祖

618‒626
武
徳
三
年
八
月

青
城
宮

陣
営
太
宗
が
陣
を
敷
き
、
王
世
充
と

戦
う
、
穀
水
を
隔
て
る

新
85

武
徳
四
年
二
月
辛
丑

青
城
宮

陣
営
太
宗
が
洛
陽
攻
略
の
時
、
陣
を

敷
く

旧
2
、
新

85
資

188
武
徳
四
年
八
月

青
城
宮

陣
営
太
宗
が
陣
を
敷
き
、
王
世
充
と

戦
う
、
穀
水
を
隔
て
る

旧
54・

83

武
徳
九
年
七
月

［
会
］
十
九
日

洛
陽
宮
監

管
理
設
置

会
66

太
宗

626‒649
貞
観
十
一
年
正
月
庚
子

［
会
］
十
四
日

飛
山
宮

造
営
建
築

旧
3
、
新

2
・

97
資

194、
会

30
貞
観
十
一
年
二
月

顕
仁
宮

行
幸
長
安
か
ら
洛
陽
宮
へ
の
途
上
、

立
ち
寄
る

資
194

貞
観
十
一
年
三
月
庚
子

積
翠
池

宴
遊
舟
遊
び

資
194、

覧
591

冊
109・

113
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九
三

貞
観
十
一
年
六
月
丁
巳

昭
仁
宮

明
徳
宮

（
顕
仁
宮
）

行
幸
行
幸
→
洛
陽
宮
（
七
月
乙
未
）
旧

3
、
新

97
資

195、
冊

113
貞
観
政
要

10
貞
観
十
一
年
七
月
壬
寅

［
会
］
二
十
日

明
徳
宮

飛
山
宮

救
済
穀
水
の
氾
濫
に
よ
り
、
明
徳
宮

と
飛
山
宮
・
玄
圃
院
の
建
材
を

被
災
者
に
支
給
す
る

旧
3
・

37
資

195
会

30
貞
観
十
一
年
十
月

西
苑

狩
猟
猪
を

4
匹
射
る

資
195

貞
観
十
一
年
十
月
辛
酉

積
翠
池

宴
遊
五
品
以
上
と
宴
会
す
る

冊
109

（
貞
観
十
二
年
よ
り
前
）

積
翠
池

宴
遊
接
待
洛
陽
宮
滞
在
中
、
群
臣
に
酒
を

振
舞
う

旧
71、
新

97

貞
観
十
五
年
十
月
辛
卯

伊
闕

狩
猟
［
新
］
伊
闕
→
洛
陽
宮
（
壬
辰
）

［
資
］
伊
闕
→
嵩
陽
（
壬
辰
）

→
洛
陽
宮
（
辛
丑
）

新
2
、
資

196

高
宗

649‒683
顕
慶
二
年
五
月
丙
申

明
徳
宮

行
幸
避
暑
、
洛
陽
宮
着
（
七
月
丁
亥
）
資

200
顕
慶
二
年

［
会
］
十
二
月
十
日

青
城
宮

明
徳
宮

洛
陽
宮
農
圃

管
理
洛
陽
宮
総
監
を
廃
止
、
改
称
（
ま

た
洛
陽
宮
を
東
都
と
改
称
）

青
城
宮
監
→
東
都
苑
北
面
監

明
徳
宮
監
→
東
都
苑
南
面
監

洛
陽
宮
農
圃
監
→
東
都
苑
東
面
監

食
貨
監
→
東
都
苑
西
面
監

新
48、
六

19
会

66、
河
（
唐
）

顕
慶
五
年
四
月
戊
寅

［
会
］
八
日

八
関
宮

八
関
涼
宮

造
営
苑
内
に
設
置

旧
4
、
会

30
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九
四

顕
慶
五
年
五
月
壬
戌

［
会
］
二
十
二
日

八
関
宮

（
合
璧
宮
）

行
幸
八
関
宮
を
改
称
し
行
幸

洛
陽
城
発
（
五
月
壬
戌
）、

洛
陽
城
着
（
六
月
甲
午
）

旧
4
、
資

200
会

30

顕
慶
四
年
（
五
年
か
）

合
璧
宮

宗
教
詔
し
て
僧
道
論
議
す
る

大
正

49
龍
朔
元
年

［
旧
］
三
月
壬
戌

［
資
］
四
月
丁
卯

合
璧
宮

行
幸
洛
陽
城
発
（
三
月
壬
戊
か
四
月

丁
卯
）、
洛
陽
城
着
（
七
月
癸

卯
）

旧
4
、
資

200

龍
朔
元
年
十
月

［
旧
］
①
丁
卯
　
②
な
し

［
新
］
①
丁
卯
　
②
戊
辰

［
資
］
①
丁
卯
　
②
戊
申

*

①
陸
渾

②
非
山

（
飛
山
宮
か
）

狩
猟
陸
渾
→
非
山
→
洛
陽
城
（
癸
酉
） 
旧

4
、
新

3
資

200

麟
徳
二
年
二
月
丁
酉

［
旧
］
正
月

合
璧
宮

行
幸
長
安
（
二
月
壬
午
）
→
洛
陽
（
閏

三
月
壬
申
）
の
途
中
立
ち
寄
り

滞
在

旧
4
、
資

201

乾
封
元
年
（
三
月
）
甲
申

合
璧
宮

行
幸
洛
陽
（
三
月
甲
申
）
→
長
安
（
四

月
甲
辰
）
の
途
中
立
ち
寄
り
滞

在

資
201

咸
亨
三
年
四
月

［
資
］
庚
午
　［
旧
］
戊
寅

合
璧
宮

行
幸
洛
陽
城
発
（
庚
午
か
戊
寅
）、

洛
陽
城
着
（
不
明
）

旧
5
、
資

202

上
元
二
年
三
月
丁
巳

先
蚕

（
西
苑
か
）

儀
礼
武
皇
后
が
邙
山
の
陽
（
不
明
）

で
先
蚕
の
礼
を
行
う

資
202、

献
87

会
10
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九
五

上
元
二
年
四
月
己
亥

合
璧
宮

綺
雲
殿

行
幸
太
子
弘
が
合
璧
宮
で
薨
去
、
高

宗
が
滞
在
す
る

洛
陽
城
着
（［
旧
］己
亥
、［
資
］

壬
寅
）

旧
5
、
新

81
資

202、
河
（
唐
）

上
元
二
年
四
月
庚
辰
以
後

苑
内

犯
罪
宦
者
が
苑
内
で
法
を
犯
し
、
韋

弘
機
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る

資
202

上
元
二
年

［
資
］
儀
鳳
四
年
正
月
条

宿
羽
宮

高
山
宮

造
営
韋
弘
機
が
高
宗
の
た
め
に
建
設

す
る

会
30、
資

202
河
（
唐
）

永
淳
元
年
五
月
壬
寅

東
都
苑
総
監

管
理
設
置

旧
5

周
武
則
天

684‒705
天
授
元
年

羽
林
杖

軍
備
羽
林
杖
院
の
存
在

全
240（

秋
蓮
賦
）

長
安
三
年
十
一
月
丙
寅

［
旧
］
宿
羽
亭

［
資
］
宿
羽
台

（
宿
羽
宮
）

宴
遊
接
待
突
厥
の
使
者
を
接
待
す
る

旧
194、

資
207

長
安
四
年
正
月
丁
未

［
会
］二
十
二
日

興
泰
宮

造
営
嵩
山
の
三
陽
宮
を
壊
し
て
寿
安

県
（
苑
西
部
）
に
興
泰
宮
を
建

設
す
る

旧
6
、
新

4
資

207、
会

30

長
安
四
年
四
月
丙
子

興
泰
宮

行
幸
洛
陽
城
発
（
四
月
丙
子
）、
洛

陽
城
着
（
七
月
甲
午
）

旧
6
、
新

4
資

207
唐
中
宗

683‒710
神
龍
元
年
十
月
癸
亥

龍
門

行
幸
行
幸

新
4
、
資

208
神
龍
元
年
十
月
乙
丑

新
安

狩
猟
狩
猟

新
4
、
資

208
睿
宗

710‒712
な
し
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九
六

玄
宗

712‒756
開
元
十
年
十
月
甲
寅

興
泰
宮

狩
猟
上
宜
川
で
狩
猟

洛
陽
城
発
（
十
月
甲
寅
）、

洛
陽
城
着
（
十
月
庚
申
）

旧
8
、
新

5
資

212

開
元
十
四
年
十
二
月
丁
巳

寿
安

（
興
泰
宮
か
）

狩
猟
方
秀
川
で
狩
猟

洛
陽
城
発
（
十
二
月
丁
巳
）、

洛
陽
城
着
（
十
二
月
壬
戌
）

旧
8
、
資

213

開
元
十
九
年
冬

苑
内
の
洛
水

整
備
苑
内
の
洛
水
を

60日
か
け
て
浚

渫
す
る

旧
8

開
元
二
十
二
年
夏
（
五
月
か
）
苑
内

農
業
玄
宗
は
皇
太
子
ら
と
苑
内
で
麦

を
播
き
、
自
ら
収
穫
す
る

旧
8
、
資

214

開
元
二
十
四
年

積
翠
陂

防
災
穀
水
・
洛
水
の
洪
水
対
策
と
し

て
、
李
適
之
が
上
陽
陂
・
積
翠

陂
・
月
陂
を
建
造
す
る

新
131、

六
7

至
徳
元
載
八
月

凝
碧
池
（
凝
碧
宮
）
宴
遊
洛
陽
で
即
位
し
た
安
禄
山
が
宴

会
を
開
く

旧
190、

新
202

資
218
広

495（
王
維
）

出
典
：［
大
］
大
業
雑
記
、［
隋
］
隋
書
、［
北
］
北
史
、［
旧
］
旧
唐
書
、［
新
］
新
唐
書
、［
資
］
資
治
通
鑑
、［
会
］
唐
会
要
、［
六
］
唐
六
典
、［
全
］
全
唐
文
、

［
河
］
河
南
志
、［
冊
］
冊
府
元
亀
、［
献
］
文
献
通
考
、［
典
］
通
典
、［
覧
］
太
平
御
覧
、［
広
］
太
平
広
記
、［
大
正
］
大
正
新
脩
大
蔵
経

注
：

*［
資
］
で
は
「
戊
申
」
と
あ
る
が
、「
戊
辰
」
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。
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ny system, but by an expedient measure based on the location of the Chancel-

lor of State’s residence and the political situation at the time. Therefore, this 

directly reflects the difference in abdication between the Wei-Jin and Northern 

and Southern Dynasties and Sui-Tang Dynasties. Moreover, even though the 

executor of gaodai jitian changed from emperor to agent during the Sui-Tang 

Dynasties, Yang Jian 楊堅 and Li Yuan 李淵 took an extremely cautious atti-

tude about the selection of the agent on the day of the ceremony.

The Role of Xiyuan in Luoyang and its Water System

in the Sui and Tang Periods

UTSUNOMIYA Miki

     The imperial garden was a private garden that made up the pre-modern 

Chinese capital together with the palace and residential areas. The garden was 

located on the north side of Sui-Tang Chang’an 長安 City, while Xiyuan 西苑 

was located on the west side of Luoyang 洛陽 City. In this article, the author 

explains how Xiyuan’s location related to the purpose of defense against the 

western peoples and the use of the terrain formed by the rivers.

     In the eastern part of Xiyuan, Sui Yangdi 隋煬帝 established water fa-

cilities and production activities to manage water on a daily basis while sup-

porting entertainment and regulating the water supply to the city, while in the 

western part, a variety of free-range animals were maintained for use in ritual 

sacrifices and as a symbol of the emperor’s dignity and assets. The Tang em-

perors abolished these facilities, building palaces in the mountainous areas for 

use as hunting bases and summer vacation houses, and showed a gradually 

diminishing interest in water. The fact that there was no major flood damage 

in the Sui period while such damage occurred frequently in the Tang period 

indicates that the water management in Xiyuan was extremely important for 

Luoyang City downstream, as well as reflecting Yangdi’s reverence for and 

iv
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imitation of Qin Shi Huang 秦始皇帝 and Han Wudi 漢武帝.

     The differences in water management between the two periods reflects 

changes in the concept of imperial gardens. Xiyuan might be termed a com-

prehensive imperial garden that inherited northern traditions since the Qin and 

Han periods while incorporating elements of nomadic cities such as Ye 鄴 City 

of Northern Qi (Bei Qi 北斉) and Jiankang 建康 City during the Southern 

Dynasties. It also indicates that the role of the imperial garden should not be 

discussed solely with reference to the functions of the Chang’an garden (jin-

yuan 禁苑), but that water management, a tradition since Qin, should be added 

as one of its important roles.

v
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